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今月の表紙は
「少林寺拳法」

針谷市長からの
メッセージ

Contents　〈目次〉

　5月27日開催の、茨城国体リハーサル大会で行
われた組み演武の様子です。一手一手に気持ちを
のせる選手からは、緊張感や迫力が伝わってきま
す。
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第13回古河花火大会
～渡良瀬の夜空に描く三尺の華～

＜特集＞
みんなで考えよう！ごみの減量化
～なぜごみを減らさないといけないの～

◆「古河市のまちづくり」に関する市民
　アンケート調査を8月に実施します
◆住み慣れた地域で暮らすために/

　全国大会出場/県大会優勝/叙勲◆いきいき茨城ゆめ国体2019

　
開催まであと454日

健康百科/公園日和
キラリ！輝く人たち
今月の古河っ子/わたしの夢
古河歴史見聞録
図書館の本棚から/古河今昔物語
子育て情報
まちの話題Report！
古河インフォメーション
お知らせページ
Kogastagram/読者アンケート

　少林寺拳法の茨城国体リハーサル大会を見て、
みんな礼儀正しくあいさつがしっかりできている
ことに感心しました。
　「礼に始まり礼に終わる」といわれる日本武道
のすばらしさを改めて実感しました。
　45年ぶりの茨城国体開催まで約1年。皆さん、
一緒に国体を盛り上げていきましょう！
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日時　8月4日(土)19時20分～20時30分

場所　古河ゴルフリンクス(渡良瀬川河川敷)
打上総数　約２万発(三尺玉2発を含む)
※花火大会当日は、17時から22時まで江戸町通り
を中心とする周辺一帯が歩行者天国となります。地
域の皆さんにはご不便をおかけしますが、ご協力を
お願いします。

【注意事項】
・会場周辺における小型無人飛行機(ドローン等)の
　飛行は禁止します
・花火の思い出と一緒にごみの持ち帰りにご協力を
　お願いします
・花火大会翌日は、6時から清掃を行います。ご協
　力をお願いします

・路上での許可なき販売は禁止します
【場所取りについての禁止事項】　　
・大会本部付近、草刈り前の堤防の場所取り
 ・サイクリングロード(白線内)の場所取り
・土手をスコップ等で削る行為 
・土手への杭や板等を使用した工作物(観覧席等)の
　設置

日時　　7月15日(日)　8時30分～
　　　　※8時頃整理券配布予定。
場所　　中央公民館　大ホール
観覧席　本部前の堤防斜面に設置した4人席　　　　
　　　　(ブルーシート：1.8ｍ×1.8ｍ)
販売数　約500区画(先着順、1人1区画)
料金　　1区画1万円(電話での予約・販売は不可)

【問】観光物産課(古河庁舎)　℡22-5111

■篆
て ん

刻
こ く

美術館・古河街角美術館を開館延長
花火大会当日は、開館時間を20時30分まで
延長します
(17時からは両館とも無料開放します)

【問】古河街角美術館　℡22-5911

第
13
回

古
河
花
火
大
会

～
渡
良
瀬
の
夜
空
に
描
く
三
尺
の
華
～

開花直径約650mと壮大な
スケールの三尺玉が古河
の真夏の夜空を彩ります。
絢
けん

爛
らん

豪華な空中絵巻を存
分にお楽しみください。

有料観覧席を販売します
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生
活
と
共
に
あ
る
ご
み

「
12
億
９
８
１
０
万
円
」

　
何
の
金
額
か
分
か
り
ま
す
か
？　
こ
れ

は
、
平
成
28
年
度
中
に
古
河
市
か
ら
排
出

さ
れ
た
ご
み
の
処
理
と
施
設
管
理
に
か

か
っ
た
費
用
の
合
計(

概
数)

で
す
。

　
生
活
を
し
て
い
く
中
で
必
ず
発
生
す
る

ご
み
は
、
私
た
ち
の
生
活
と
切
っ
て
も
切

り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
ご
み
処

理
に
は
毎
年
多
く
の
費
用
が
か
か
る
ほ

か
、
ご
み
を
焼
却
す
る
際
に
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
、
地
球
温
暖
化
の
一
因
と
な
る

な
ど
、
地
球
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

　
税
金
の
節
約
や
環
境
保
護
の
た
め
に
、

私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
少
し
変
え
る
だ
け

で
、
ご
み
の
減
量
化
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
私
た
ち
が
発
生
さ
せ
て
い

る
ご
み
の
実
情
を
知
り
、
少
し
で
も
ご
み

を
減
量
で
き
る
よ
う
に
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
実
情
に
つ
い
て
考
え
る

　
平
成
28
年
度
の
古
河
市
に
お
け
る
一

般
廃
棄
物(
集
積
所
に
出
さ
れ
る
ご
み)

の

処
理
量
は
４
万
７
５
８
１
ト
ン
。
そ
の
中

で
可
燃
ご
み
の
量
は
４
万
５
９
３
ト
ン
も

あ
り
、全
体
の
約
85
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ど
う
す
れ
ば
可
燃
ご
み
を
減
量
で
き
る

の
か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
は
普
段
の
生
活
の
中

に
あ
り
ま
す
。「
買
っ
て
き
た
食
品
を
無

駄
に
し
な
い
」「
作
っ
た
料
理
は
き
れ
い

に
食
べ
切
る
」「
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資

源
は
し
っ
か
り
分
別
す
る
」
な
ど
、
小
さ

な
こ
と
の
積
み
重
ね
が
ご
み
の
発
生
量
を

減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
最
も
多
量
で
処
理
費
用
が
か
か
る
可
燃

ご
み
だ
か
ら
こ
そ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
努
力

で
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

燃
え
る
ご
み
は
灰
に
な
っ
て
残
る

　
「
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
」
と
い
う

言
葉
は
、
ご
み
問
題
に
お
い
て
も
同
じ
こ

と
が
い
え
ま
す
。
ご
み
を
焼
却
す
る
と
約

10
％
は
灰
と
な
っ
て
残
り
、
平
成
28
年
度

に
は
約
４
千
ト
ン
も
の
焼
却
灰
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
灰
は
、
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て

処
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
埋
め
立
て
が

で
き
る
場
所
に
も
限
り
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
先
、
埋
め
立
て
る
場
所
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
と
、
ご
み
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？　
将
来
、
子
ど
も
た
ち
が

住
み
に
く
い
環
境
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
が

真
剣
に
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず

つ
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

みんなで考えよう！ごみの減量化
～なぜごみを減らさないといけないの～
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可
燃
ご
み
を
資
源
に

　
市
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
紙
・
布
類
の
ご
み
は
、

1
万
７
７
３
９
ト
ン(

約
44
％)

も
あ
り
、

資
源
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い
る

４
７
６
９
ト
ン
と
比
較
し
て
も
約
４
倍
の

排
出
量
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
み
る
と
、
可
燃
ご
み
の
中

に
は
、
ま
だ
ま
だ
分
別
可
能
な
資
源
ご
み

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
可
燃
ご
み
に
含
ま
れ
る
紙
や
布
類
を

し
っ
か
り
分
別
す
る
こ
と
で
、
処
理
費
用

が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
資
源
が
循

環
し
、よ
り
良
い
環
境
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

し
っ
か
り
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル

　
可
燃
ご
み
を
減
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、

缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
古
紙
・
段

ボ
ー
ル
な
ど
の
資
源
ご
み
を
正
し
く
分
別

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
く
こ
と
も
大
切

で
す
。

　
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
い
え
ば
、

１
リ
ッ
ト
ル
用
の
牛
乳
パ
ッ
ク
６
本
で
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
１
個
作
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
必
要
な
の
は
、
ご
み
を
し
っ

か
り
と
分
別
す
る
こ
と
。
適
切
な
分
別
が

行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク

ル
が
で
き
な
い
だ
け
で
は
な
く
再
分
別
を

す
る
手
間
も
増
え
て
し
ま
い
、
余
計
に
経

費
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
毎
日
発
生
す
る
ご
み
だ
か
ら
こ
そ
、
す

ぐ
に
で
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
年
間
に
市
民
1
人
当
た
り
、
約

３
４
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
み
を
排
出
し
て

い
る
現
在
、
減
ら
す
工
夫
と
合
わ
せ
て
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
く
努
力
も
必
要
で
す
。

　
「
面
倒
く
さ
い
か
ら
」
と
言
っ
て
や
ら
な

い
と
、
そ
の
面
倒
く
さ
い
は
き
っ
と
ど
こ

か
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
き
、
そ
れ
を
い

つ
か
誰
か
が
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。
ご
み
問
題
は
、
直
接
私
た
ち

に
降
り
か
か
っ
て
く
る
と
考
え
、
ま
ず
は
、

ご
み
の
減
量
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

一般廃棄物の排出・処理状況一般廃棄物の処理費用

可燃ごみ
40,593トン
(85.3％)

約12億9810万円

平成28年度 平成28年度

一人当たりの
ごみ排出量

約345キログラム

※人件費、施設管理費を含む。

回収された古着はどうなるのか？
昨年度、資源ごみとして
回収された古着類は

約110トン。
焼却処分されるのではなく、
海外に輸出されるなど、再
利用されています。
※穴が開いていたり、汚れてい
る衣類については燃えるごみに
出してください。

合計

47,581トン

資源ごみ(缶・ビン・古紙等)
4,769トン(10％)

不燃ごみ(ガラス・せともの等)
1,380トン(2.9％)

粗大ごみ
839トン(1.8％)

紙・布類
17,739トン(43.7％)

可燃ごみに含まれる

可燃ごみ

不燃ごみ
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～小さな積み重ねが生む大きな効果～

日本での
食品廃棄量

世界の
食料援助量

約320万トン約632万トン

食品ロスの実情(年間)

>>

使いキリ 水キリ食べキリ

　値段が安いからといって食材
を買い過ぎたり、在庫があるの
を忘れて同じ食材を買うと、結
局使い切れずに食材を腐らせて
しまう原因になります。
　事前に在庫を確認し、必要な
ものだけを買い、使い切ること
が大切です。

今日から始める3キリ運動

ど
う
し
て
捨
て
て
し
ま
う
の
？

　
日
本
で
は
、
年
間
約
６
３
２
万
ト
ン
の

食
べ
物
が
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ

て
い
る(

食
品
ロ
ス)

と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
世
界
食
糧
基
金
に
よ
る
世

界
全
体
の
食
料
援
助
量
の
約
2
倍
に
相
当

し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
家
庭
か
ら
発
生
す
る
食
品

ロ
ス
の
量
は
、
約
２
８
０
万
ト
ン
と
い
わ

れ
て
お
り
、
4
人
家
族
の
世
帯
で
※

毎
年

約
6
万
円
相
当
の
食
品
を
捨
て
て
い
る
と

見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
捨
て
ら
れ
た
食
べ
物
を
焼
却

処
理
す
る
た
め
に
多
く
の
燃
料
が
使
わ

れ
、
地
球
温
暖
化
の
一
因
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
多
額
の
費
用
も
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
食
品
ロ
ス
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
調

理
し
た
も
の
は
し
っ
か
り
と
食
べ
切
る
、

冷
蔵
庫
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
し
っ
か
り

と
使
い
切
る
な
ど
、
日
々
の
心
掛
け
が
必

要
で
す
。
も
う
食
べ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て

捨
て
て
し
ま
う
前
に
、「
ど
う
し
た
ら
捨

て
な
い
で
済
む
の
か
」
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
日
常
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

す
れ
ば
、
ご
み
を
減
ら
せ
る
の
か
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

※
資
料
：
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と(

環
境
省)

How to
生ごみ減量

　生ごみの約50％は水分であ
るとされています。生ごみの水
切りをしっかり行うことで、減
量効果が得られ、台所も集積所
もきれいに使うことが可能にな
ります。
　生ごみ処理機などを併用する
とさらに高い効果が得られます。

　食べ残しなどを減らすため
に、料理は食べられる量だけ作
るようにしましょう。中途半端
に残ったら別の料理に活用する
など、食べ切る工夫をしてみま
しょう。消費者庁で「食材を無
駄にしないレシピ(クック
パッド)」を紹介しています。
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市が実施する補助事業

①ティッシュペーパーの箱 ④写真②線香の箱 ③封筒 ⑤牛乳パック

⑩紙袋⑨お菓子の箱⑧紙おむつ⑦洗濯用洗剤の箱⑥包装紙

【ヒント】
ひどく汚れたもの、においの強いもの、ビニール等
はリサイクルできません。

【リサイクル方法】
ビニールを剥がし、切り開いてひもで縛るか、雑誌
等の間に挟んで指定日に出してください。

生ごみ処理機を使ってみよう

　生ごみ処理機を使うと、重さが約6分の1に
なり、ごみ出しが楽になるだけでなく、生ごみ
特有のにおいがなくなり、保管も衛生的です。
補助金や無料貸し出しを利用してみませんか。
　詳細は、問い合わせください。

【問】環境課(三和庁舎)　℡76-1511

購入補助金
生ごみ処理機購入　上限2万円
コンポスト、EM容器　上限3千円
無料貸し出し
貸出期間　２週間
貸出場所　環境課(三和庁舎)

資源ごみ集団回収補助金

　ごみ減量と資源の有効利用を図るため、資源
物の回収を行った市民団体に補助金を交付しま
す。地域でリサイクル活動をしてみませんか。
　詳細は、問い合わせください。

【問】環境課(三和庁舎)　℡76-1511

対象　自治会・行政区や子ども会、老人会、
PTA、福祉団体など営利を目的としない団体
で、事前に登録を行った団体
資源物　紙類(新聞紙、雑誌、ダンボール)・金
物類(家電製品以外)・ビン類(割れていないビ
ン)・古布など
金額　１キログラムにつき5円

どれが資源ごみか分かりますか？

　市が収集する可燃ごみの中には、資源ごみとして分別できるものが多く含まれています。次の10個の中には、
資源ごみとしてリサイクルできないものが4個あります。皆さんは全問正解できますか。
※答えは8ページの一番下にあります。

チャレンジ！エコクイズ

チャレンジ！
水キリ

チャレンジ！

リサイクル



 広報古河　2018.7  -   8※7ページのエコクイズの答え(資源ごみにならないもの)：②線香の箱、④写真、⑦洗濯用洗剤の箱、⑧紙おむつ。

ごみが処分されるまで
　家庭ごみを集積場に置いてからどのように処理されているか知って
いますか？　ごみ収集→焼却→埋め立てに、多くの人が手間と時間を
かけることで、私たちの衛生環境が保たれています。
　排出されるごみを減らすために、処分されるまでの工程を学んでみ
ましょう。

　ごみ収集車の火災は、電池やガ
スが抜かれていないスプレー缶・
ライターの混入が原因となってい
ます。捨てる時は、分別とガス抜
きを徹底しましょう。

収集されたごみは、
処理施設に持ち込まれ
焼却されます

処理施設で発生した焼
却灰は、最終処分場に
埋め立てられます

焼却灰は
埋め立て処理へ

灯油使用量

約13万4,000リットル

焼却するための

１日に約170トンの

ごみが焼却されます

境町、群馬県草津町など

ごみ収集車の火災が
多発しています

約2,800カ所の集積場のごみを

45台の収集車で回収しています

資源ごみは圧縮して
リサイクル業者へ

焼却される中間処理施設
総和・三和地区のごみが

焼却される中間処理施設
古河地区のごみが

古河クリーンセンター

埋め立て量

約4,000トン

焼却灰の

年間

している最終処分場
焼却灰の埋め立てを

さしまクリーンセンター寺久

年間
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「古河市のまちづくり」に関する
市民アンケート調査を８月に実施します

調査の概要

平成30年8月(予定)

住民基本台帳から無作為抽出

市内在住の満18歳以上の男女3千人

1．対象者　　　

2．抽出方法　　　

3．発送時期　　　

4．内容　　　

　合併時に策定した新市建設計画において、４つ
の先導的なプロジェクトを定めています。

①(仮)南古河駅の設置

④各交流拠点の整備

③高等教育機関の誘致

②筑西幹線道路の整備

先導的プロジェクトを
知っていますか？市の現状と課題

人口減少

税収の減少公共サービス
の低下

さまざまな要因が絡み合い人口減少
が続くと、税収が減少し公共サービ
スの低下を招きます。

※今後、想定される社会変化のイメージ

　平成17年に1市2町が合併し、新「古河市」が誕生してから12年が経過しました。この間、新しい古河市の
方向性と基礎を築くために策定された「新市建設計画」や「古河市総合計画」に基づき、まちづくりに取り組
んできたところです。一方で、人口減少や公共施設の老朽化、社会状況の変化等に伴い、本市の抱える課題も
大きく移り変わっています。
　今後のまちづくりのため、その課題を皆さんと共有し、現在のニーズを把握することを目的として、市民ア
ンケートを実施します。ご協力をお願いします。

【問】プロジェクト推進室(総和庁舎)　℡92-3111

　古河駅～栗橋駅間のJR宇都宮線新駅の早期実
現や新市街地の形成を図ります

　桜川筑西ICから古河・総和地区までの区間の
整備促進を図ります

　高次都市機能の一つとして高等教育機関を誘致
し、人材の育成を図ります

　文化、みどり、行政等の交流拠点とそれらを結ぶ
ネットワークを形成し、人と物の交流を図ります

①市の現状
②合併による効果
③市の取り組みの満足度や重要度
④先導的プロジェクトへの関心

　人口減少の要因の一つとされているのが若年層
の流出です。特に､ 高校･大学を卒業すると、市
外に転出し、そのまま戻らない傾向が見られます。



　 　

0
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144,000
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住み慣れた地域で暮らすために
～高齢化に向けた在宅医療と介護の推進～
　急速な高齢化により、病院だけでなく自宅で長期療養する人や最

さ い

期
ご

を迎える人が増加してきています。
　現在、市では在宅医療の充実のため、住み慣れた地域で最期まで自分らしく暮らせるような在宅医療・介護
の連携を進めています。

【問】高齢者サポートセンター総和(健康の駅)　℡９２-５９２０

　【古河市の人口】
   ※住民基本台帳：平成30年4月現在。

　　●総人口　　　　　　　   144,035人
　　●高齢者人口(65歳以上）    38,576人
　　　                  高齢化率　     26.8％
　　　　　　　　　↓

　　　2025年には約30％へ

　
通
院
に
よ
る
療
養
が
困
難
な
人
に
対
し

て
、
住
み
慣
れ
た
生
活
の
場
で
行
う
医
療

を
在
宅
医
療
と
言
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け

医
を
中
心
に
医
療
や
介
護
な
ど
の
専
門
職

が
一
体
と
な
り
、
在
宅
で
の
生
活
を
支
え

ま
す
。

　
在
宅
医
療
と
は

自分で
できること

1
か
か
り
つ
け
医
・
薬
局
を

持
つ

　
か
か
り
つ
け
医
は
、
日
頃
の
健
康
状
態

を
も
と
に
、
訪
問
看
護
師
な
ど
と
連
携
を

図
り
生
活
に
根
ざ
し
た
治
療
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
院
・
検
査
が
で
き
る
病
院
や

専
門
医
を
紹
介
す
る
な
ど
、
医
療
・
介
護

の
連
携
役
と
な
り
、
在
宅
医
療
を
支
え
る

大
切
な
存
在
で
す
。

　
さ
ら
に
、
か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
つ
こ

と
で
医
師
と
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
、
適
切
な
薬
の
使
用
方
法
や
飲
み
合
わ

せ
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が
で
き
ま
す
。

人
生
の
最
期
の
迎
え
方

自
分
ら
し
い
生
き
方
を

考
え
る

自分で
できること

２　
自
分
や
大
切
な
人
の
死
を
想
像
す
る
こ

と
は
、
と
て
も
辛
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
家
族
や
大
切
な
人
た
ち
と

「
人
生
の
最
期
の
あ
り
方
」「
ど
の
よ
う
に

み
と
っ
て
あ
げ
た
い
か
」「
自
分
ら
し
い

(

そ
の
人
ら
し
い)
生
き
方
と
は
何
か
」
な

ど
よ
く
話
し
合
い
、
み
ん
な
の
気
持
ち
を

ひ
と
つ
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ
け

医
や
病
院
の
相
談
員
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
域
の
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー(

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー)

は
、
高

齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と
な
っ
て
お
り
、

在
宅
医
療
や
介
護
に
関
す
る
情
報
提
供
、

各
種
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
相
談
窓
口
を
把
握
し
て
お
く
こ

と
で
、
必
要
な
時
の
速
や
か
な
利
用
に
つ

な
が
り
ま
す
。

医
療
・
介
護
情
報
や

相
談
窓
口
を
把
握
す
る

自分で
できること

3

(人)

23.7%
24.5%

25.4%
26.3%

26.8%

：総人口
：高齢化率

市の人口と高齢化率
(％)

▲訪問診療を行う赤荻医師

出典：古河市高齢者いきいきプラン



　

全国大会出場

県大会優勝
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JFA第18回全国O-60サッカー大会

古河第一高等学校

第17回全国小学生ソフトテニス大会
一ツ木彩

さ い

衣さん、近藤知穂さん、中原一
い ち

翔
と

さん
(古河STCスポーツ少年団)

ラッツォス古河F.C.

瑞宝双光章瑞宝双光章

高齢者叙勲

原田克
よ し か づ

一さん
(88歳、緑町)
元古河市立

古河第六小学校長

丹下純さん
(88歳、鴻巣)
元三和町立

三和中学校長

多職種の連携で
療養生活をサポート

します

訪問看護師

専門病院
急性期病院

病院の
相談員

薬剤師
高齢者

サポート
センター

在宅介護
支援センター

ホーム
ヘルパー

センター名 電話 担当地区
高齢者サポートセンター古河(地域包括支援センター古河) ℡23-6517 古河

高齢者サポートセンター総和(地域包括支援センター総和)
※専門機関・専門職からの相談窓口(H30.4開設)。 ℡92-5920 総和

高齢者サポートセンター三和(地域包括支援センター三和) ℡77-1901 三和

○地域住民への普及啓発
・市民向け講座の開催、広報紙等への掲載
　※9月に市民向け講座を開催予定。
・「在宅医療と介護マップ」を作成

○在宅における医療・介護連携の課題と対応策の検討
・各種専門職の代表による協議会を開催し、地域課
　題等を検討
・地域の医療機関、介護事業所等に関する情報調査
　と把握

○多職種の連携推進
・研修会や交流会を開催し、顔の見える関係づくり
　を推進
・連携シート等を作成しスムーズな連携を推進

　連携のための取り組み

　高齢者サポートセンター(地域包括支援センター)

医師
歯科医師

リハビリ
専門職

平成30年度
関東高校サッカー大会茨城県予選会

ケア
マネジャー

　サポート体制
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開催まであと454日

成田順一さん

▲5月27日、国体リハーサル大会が開催されました ▲９月2日、国体リハーサル大会が開催されます

古河第一高等学校から法政大学、ヤ
マハ発動機(現：ジュビロ磐田)で活躍

　　デモンストレーションスポーツ

　　少林寺拳法
公開競技

綱引

　平成31年、国体が45年ぶりに茨城県で開催されます。古河市は「綱引」と「少林寺拳法」の開催会場に
なっています。皆さんに茨城国体をより知ってもらえるよう、定期的に情報発信をしていきます。また、市
の国体ホームページを開設しましたので、ぜひご覧ください。

【問】スポーツ振興課(古河はなもも体育館)　℡92-0555

茨城国体　45年前にタイムスリップ
　

当
時
の
茨
城
県
代
表
チ
ー
ム(

少
年

男
子)

は
、
古
河
第
一
高
等
学
校
サ
ッ

カ
ー
部
の
選
手
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、

大
会
１
年
前
か
ら
国
体
に
向
け
た
合
宿

を
行
い
、
強
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
築
き

ま
し
た
。

　
優
勝
候
補
の
埼
玉
県
に
準
々
決
勝
で

勝
利
し
、
勢
い
そ
の
ま
ま
に
決
勝
戦
で

も
東
京
都
を
1
対
0
で
下
し
、
見
事
優

勝
。
そ
の
後
も
、
国
体
成
年
男
子
の
部

に
出
場
し
、
優
勝
・
準
優
勝
を
す
る
原

動
力
と
な
っ
た
成
田
さ
ん
。
個
性
の
強

い
選
手
が
県
内
全
域
か
ら
集
ま
る
か
ら

こ
そ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
優
れ
た
戦
術

が
国
体
で
勝
つ
た
め
の
秘ひ

訣け
つ

だ
と
言
い

ま
す
。

　
12
年
ぶ
り
に
県
大
会
で
優
勝
を
果
た

し
た
、
古
河
第
一
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー

部
の
選
手
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸

命
練
習
に
励
み
、
来
年
の
国
体
に
ぜ
ひ

出
場
し
て
ほ
し
い
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　綱引は運動会等でよく行われており、誰もが一度
は経験したことがあるスポーツです。先の見えない
頭脳戦、心理戦ともいわれており、一瞬の駆け引き
が勝敗を分けます。

【主なルール】
・1チーム8人で引き合い、時間無制限で行う
・長さ35mの綱を、4m引いたチームが勝利する

　少林寺拳法は、修行を通して社会に役立つ人づく
りを目指し、勇気、慈悲心、正義感を育む「人づく
りの行

ぎょう

」として生まれたスポーツです。選手たちに
よって繰り出される演武は圧巻です。

【主なルール】
・突きや蹴り等の剛法、抜き、投げ、固め等の柔法
を組み合わせた演武で正確さや表現力を競う

茨城国体サッカー競技で優勝した当時の話を伺いました
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　夏も本番となり、桃林を抜けた先の蓮池では、
大賀ハスが水面から葉と花を高く伸ばし、素敵な
花を咲かせています。
　ハスの開花期間は6月下旬～8月上旬で、まさ
に7月が最盛期です。

　気品あるうすべに色のハスの花、その一輪一輪
は4日で散ってしまいますが、日ごとにその姿を
変化させます。1日目はトックリ型。2日目はオ
ワン型で、花の姿は最も美しくなり、やさしい香
りが漂います。3日目になると花色があせ始め、
4日目には花弁を落とします。　　
　鑑賞する時間としては、花が開く早朝が良いで
しょう。お勧めの時間は7時ごろでしょうか。
　そして、花弁が散った後、中心部(花

か

托
た く

)は水分
が飛び、「果

か

托
た く

」へと変化していきます。その変
化もお楽しみください。

【問】古河公
く

方
ぼ う

公園(古河総合公園)管理棟
　　  ℡47-1129

蓮池を彩る古代ハス
古河公方公園

病気は自分で治し予防する

　痛みが出ると自然に体を動かさなくなります。
痛みは体から出ている注意信号だからです。注意
信号は無視すると大変なことになりますが、それ
を守って静かにしていれば、そのうちによくなり
ます。これはわれわれの持つ自然治癒力によるも
のです。
　膝痛で考えてみます。無理をして膝に負担をか
ければ痛みが出ます。そこで、軟骨のすり減った
痛みにヒアルロン酸が効くと聞いて、ヒアルロン
酸を飲んだとします。そもそも口から飲んだヒア
ルロン酸は消化されてアミノ酸に分解され、影も
形もなくなります。ですから、それが軟骨になる
わけがないのですが、安静にしていれば痛みはそ
のうち自然によくなります。それをヒアルロン酸
が効いたと思い込んでしまう(思い込まされてし

古河福祉の森診療所
　　　　　赤荻榮一

まう)わけです。ヒアルロン酸が効いたのではあ
りません。本当は、その人が自力で治したわけで
す。
　メタボ(メタボリックシンドローム)は、まだ病
気ではありませんが、同じです。内臓脂肪がた
まって、血圧や血糖値が高めになったり、血中脂
質の数値が正常範囲を超え始め、そこから動脈硬
化が起きてしまう危険性のある状態です。そこ
で、意識してその状態から脱出することが大事で
す。カロリーを考えた食生活をする、運動をする、
塩分やアルコールを控えるなどです。考えること
のできる人間ならば、それができないはずはあり
ません。
　どんな病気も自分で治そうと努力し、予防もす
る。これはだれにでもできる最も肝心なことです。
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　　　　　　内藤智文 さん(幸町・25歳)

世界で輝くジャンパーに

長
野
で
受
け
た
衝
撃

　
東
京
都
調
布
市
で
生
ま
れ
、
雪

と
は
全
く
縁
の
な
か
っ
た
内
藤
さ

ん
が
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
競
技
に

興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
4

歳
の
時
に
家
族
で
見
に
行
っ
た
長

野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
大
雪
が
降
る

中
、
白
馬
ス
キ
ー
場
の
ジ
ャ
ン
プ

台
で
原
田
雅
彦
選
手
が
見
せ
た
大

ジ
ャ
ン
プ
で
し
た
。
あ
の
時
の
会

場
が
震
え
る
よ
う
な
興
奮
は
、
今

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
と
言
い

ま
す
。

　
翌
年
、
葛
西
紀
明
選
手
の
故
郷

で
も
あ
り
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
競

技
が
盛
ん
な
北
海
道
下
川
町
に
家

族
旅
行
し
、
お
兄
さ
ん
と
一
緒
に

ジ
ャ
ン
プ
体
験
を
し
た
こ
と
が
、

内
藤
さ
ん
の
競
技
人
生
の
始
ま
り

で
し
た
。

青
春
の
全
て
を
捧
げ
て

　
15
歳
ま
で
は
、
都
内
の
学
校
に

通
っ
て
い
た
の
で
、
休
み
の
た
び

に
お
兄
さ
ん
と
共
に
ジ
ャ
ン
プ
の

練
習
を
す
る
た
め
、
長
野
県
の
ス

キ
ー
場
に
通
う
日
々
で
し
た
。

　
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
っ
た
3

歳
年
上
の
お
兄
さ
ん
が
い
た
こ

と
、
毎
週
ス
キ
ー
場
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
両
親
が
い
た
か
ら

　昨シーズン、スキージャンプ競技の国内大会で4勝をあげ、
ワールドカップにも初出場し、全日本スキー連盟の国内ランキ
ング第1位で締めくくった内藤さん。平

ピョン

昌
チャン

オリンピックでもテ
ストジャンパーとして活躍しました。今シーズンのワールド
カップ出場に向けて仕事をしながらも、トレーニングや遠征に
励む内藤さんにこれからの目標について伺いました。

こ
そ
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
に
専
念

で
き
た
と
話
し
ま
す
。

　
高
校
か
ら
は
、
思
い
出
の
地
で

も
あ
る
北
海
道
下
川
商
業
高
等
学

校
に
進
学
し
、
高
い
レ
ベ
ル
の
中

で
ジ
ャ
ン
プ
競
技
に
没
頭
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
東
海
大
学
に
進
学

し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
ジ
ャ

ン
プ
競
技
を
続
け
て
い
く
か
悩
ん

で
い
た
時
に
、
救
い
の
手
を
差
し

伸
べ
て
く
れ
た
の
が
、
市
内
在
住

の
鈴
木
寿
雄
さ
ん
で
し
た
。

古
河
に
住
み
、
世
界
を
目
指
す

　

茨
城
県
ス
キ
ー
連
盟
の
会
長
で

も
あ
っ
た
鈴
木
さ
ん
は
、
未
来
の

あ
る
若
い
芽
を
つ
ぶ
し
た
く
な
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
自
身
の
会
社

で
雇
い
、
ジ
ャ
ン
プ
競
技
に
専
念

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
た

と
言
い
ま
す
。

　
周
囲
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
も
あ

り
、
茨
城
県
の
国
体
選
手
に
選
出

さ
れ
る
ほ
か
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
権
獲

得
な
ど
、
目
覚
ま
し
い
飛
躍
を
遂

げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
、
国
内
大
会
で
4
勝
を
あ
げ
、

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
ジ
ャ
ン
プ

競
技
ラ
ン
キ
ン
グ
で
第
1
位
に
な

る
な
ど
、
破
竹
の
勢
い
は
い
ま
だ

継
続
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
内
藤
さ
ん
が
悔
し
そ
う

に
話
す
の
は
、
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
選
考
か
ら
最
終
的
に
外
れ
て

し
ま
い
、
テ
ス
ト
ジ
ャ
ン
パ
ー
と

し
て
し
か
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ

と
。
強
風
が
吹
き
難
し
い
条
件
の

中
で
、
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
た
め

に
テ
ス
ト
ジ
ャ
ン
プ
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。
そ
の
距
離
は
代
表
選
手

よ
り
も
遠
く
に
飛
べ
て
い
た
の

で
、
実
力
的
に
は
負
け
て
い
な
い

と
自
信
を
つ
け
た
そ
う
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
の
初
勝
利
と
、
来
年
行

わ
れ
る
茨
城
国
体
で
の
優
勝
。
そ

の
目
標
に
向
け
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
重
ね
る
内
藤
さ
ん
に
こ
れ
か
ら

も
注
目
で
す
。



お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メー
ルのタイトルを「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住
所・電話番号」を明記し、hisho.kouhou@city.ibaraki-koga.lg.jp( 秘書広報課)へ申し込みください♪

いいこが育つ古河
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奥貫稜
り

久
く

 くん

 (平成2９年1２月生まれ・幸町)

　笑顔が可愛い稜久♥これからもた

くさん笑って元気に育ってね！

(父：翔太、母：玲奈)

　いつも元気いっぱいの大雅☆家族

みんなの宝物♥大好きだよ♥
(父：正義、母：輝鶴)

　ぼくは、将来プロボクサーになりたいです。
　そのきっかけは、3年生の時に見たボクシングの
試合です。はじめて見たボクシングは、すごいはく
力でした。ぼくも将来、あんなふうに戦いたいと
思っています。
　今は、週に3回ジムでなわとびやミット打ちをし
ています。世界チャンピオンになって、もっと強い
相手と戦いたいです。ジムに通わせてもらっている
ことに感謝し、これからも練習をがんばります。

最強のボクサーを
目指して

木村悠
ゆう

さん  諸川小学校6年生

　我が家の天使、美羽ちゃん♥天使

みたいな笑顔でこれからも癒してね。

(父：真誠、母：幸)

石
い し

渡
わたり

美
み

羽
う

 ちゃん

 (平成2９年２月生まれ・駒羽根)

片桐大
た い

雅
が

 くん

 (平成2９年９月生まれ・大山)
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渡
邊
晴
嵐
　
奥
原
晴
湖
の
芸
術
を
支
え
た
門
人

▲晩年の渡邊晴嵐

　
古
河
出
身
の
女
性
南
画
家
・
奥お

く

原は
ら

晴せ
い

湖こ

。
彼
女
が
明
治
初
期
に
東
京
で
開

き
、
岡
倉
天
心
も
通
っ
て
い
た
と
い
う

家
塾
は
、
門
弟
が
３
０
０
人
を
超
え
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
の
弟

子
の
な
か
で
も
、
晴
湖
に
と
っ
て
特
別

な
２
人
の
女
性
が
い
ま
し
た
。
一
人
は

養
女
で
も
あ
る
奥お

く

原は
ら

晴せ
い

翠す
い

で
、
明
治

24(

１
８
９
１)

年
、
晴
湖
が
現
在
の
埼

玉
県
熊
谷
市
に
隠い

ん

棲せ
い

し
た
の
ち
も
東
京

に
と
ど
ま
り
、
多
く
の
展
覧
会
へ
出
品

す
る
な
ど
華
々
し
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
、
表
舞
台
に
出
る
こ
と
な

く
、
晴
湖
の
画
業
を
支
え
続
け
た
弟
子

も
存
在
し
ま
し
た
。
今
年
没
後
百
年
を

迎
え
る
晴
湖
の
忠
実
な
門
人
、
渡わ

た

邊な
べ

晴せ
い

嵐ら
ん

そ
の
人
で
す
。

晴
湖
の
門
人
と
な
る

　
晴
嵐
は
、
安
政
2(

１
８
５
５)

年
7

月
30
日
江
戸
生
ま
れ
。
父
・
渡
邊
勇
平

は
幕
府
の
旗
本
の
出
で
あ
る
と
い
わ

れ
、
母
は
栗
橋
在
静
村(

現
在
の
埼
玉

県
久
喜
市)

の
人
。
晴
嵐
は
そ
の
次
女

で
、
本
名
を
策
と
い
い
ま
し
た
。

　
明
治
3(

１
８
７
０)

年
、
16
歳
の
と

き
、
す
で
に
南
画
家
と
し
て
成
功
し
、

斯し

界か
い

に
名
を
は
せ
て
い
た
晴
湖
に
入
門

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
晴
湖
は
上う

え

野の

摩ま

利り

支し

天て
ん

横よ
こ

町ち
ょ
う

に
春し

ゅ
ん

暢ち
ょ
う

家か

塾じ
ゅ
く

を
開
業
す
る

な
ど
多
忙
を
極
め
た
た
め
、
生
来
才
気

も
あ
り
器
用
だ
っ
た
晴
嵐
は
、
絵
の
勉

強
だ
け
で
な
く
、
晴
湖
の
家
計
や
家
事

全
般
を
切
り
ま
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
晴
嵐
は
、
晴
湖
の
食
事
作
り
か
ら
日

常
生
活
に
か
か
わ
る
す
べ
て
を
担
い
、

師
の
側
を
離
れ
ず
献
身
的
に
仕
え
ま
し

た
。
晴
湖
は
晴
嵐
が
い
な
け
れ
ば
一
日

も
過
ご
せ
な
い
ほ
ど
依
存
し
、
晴
嵐
が

重
い
肺
炎
を
患
っ
て
臥が

床し
ょ
う

し
た
と
き

は
、
絵
筆
を
捨
て
て
狼ろ

う
ば
い狽

し
た
と
い
わ

れ
ま
す
。

晴
嵐
の
画
業

　
晴
嵐
は
絵
画
で
大
成
し
よ
う
と
い
う

野
心
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
晴
湖
の
粉ふ

ん

本ぼ
ん

を
模
写
し
た
り
、
師
に
描
い
て
も
ら
っ

た
書
画
の
手
本
を
熱
心
に
学
び
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
晴
嵐
の
画
技
は
、
実

に
よ
く
晴
湖
の
画
風
を
受
け
継
ぐ
も
の

で
し
た
。
ま
た
詩
も
能よ

く
し
た
と
い
い

ま
す
。
晴
嵐
の
筆
跡
と
絵
は
、
晴
湖
の

も
の
と
識
別
が
困
難
な
こ
と
も
あ
る
ほ

ど
で
、
古
河
出
身
の
美
術
史
家
・
藤ふ

じ

懸か
け

静し
ず

也や

は
「
そ
の
筆
致
と
墨
色
と
は
、
全

く
晴
湖
そ
の
人
の
特
色
を
学
び
得
た
」

の
で
あ
り
、「
小
晴
湖
と
い
う
べ
き
」

と
評
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
絵
の
研け

ん
さ
ん鑽

に
励
ん
だ
晴
嵐
は
、

花
鳥
画
に
少
し
不
得
意
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
晴
湖
の
た
め
、
花
鳥
を
研
究
の

中
心
に
お
く
な
ど
、
晴
湖
の
作
画
に
有

用
と
な
る
配
慮
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
晴
嵐
は

特
に
花
鳥
画
に
優
れ
た
作
品
を
遺
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
速
筆
だ
っ
た
晴
嵐
は
、
晴
湖

の
気
に
入
っ
た
書
画
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
そ
れ
を
借
り
て
短
時
間
の
う
ち
に
模

写
し
て
お
き
、
晴
湖
の
作
画
の
参
考
に

供
す
る
こ
と
も
た
び
た
び
で
し
た
。
晴

嵐
は
熟
達
し
た
画
家
で
あ
り
、
晴
湖
の

仕
事
面
に
お
い
て
も
、
よ
き
助
手
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

晴
湖
亡
き
後

　
大
正
2(

１
９
１
３)

年
7
月
28
日
、

師
の
晴
湖
77
歳
で
没
。
晴
嵐
は
殉
死
の

覚
悟
で
あ
っ
た
と
、
同
門
の
瀧た

き

脇わ
き

晴せ
い

華か

に
語
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

晴
湖
の
墨
場
の
整
理
や
、
大
量
に
残
さ

れ
た
画
債
が
あ
っ
た
た
め
、
画
室
を

守
っ
て
そ
の
処
理
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
無
理
が
た
た
っ
た
の
か
、

晴
嵐
は
過
度
の
神
経
衰
弱
に
か
か
り
東

京
で
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
回
復
し
た
も
の
の
次
第
に

病
床
の
身
と
な
り
、
大
正
7
年
7
月
29

日
、
晴
湖
の
祥し

ょ
う

月つ
き

命め
い

日に
ち

の
翌
日
、
64
歳

で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

　
晴
湖
の
芸
術
を
内
助
の
功
で
支
え
た

門
人
・
渡
邊
晴
嵐
。
そ
の
墓
碑
は
、
熊

谷
市
上
之
の
龍
淵
寺
に
あ
る
「
奥
原
晴

湖
墓
」(

埼
玉
県
指
定
旧
跡)

の
傍
ら
に
、

い
ま
も
佇
ん
で
い
ま
す
。

古
河
街
角
美
術
館
学
芸
員
　
倉
井
直
子
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古河図書館

国道354号が渡良瀬川をまたぐ地点に架かっている三
み

国
く に

橋
ば し

。
1956(昭和31)年に撮影されたこの写真は、1931(昭和6)年に
架けられた3代目の橋です。下

し も

総
ふさのくに

国(茨城県)、下
し も

野
つけのくに

国(栃木県)、
武

む

蔵
さしのくに

国(埼玉県)の三
さ ん ご く

国をまたぐことから、三国橋と命名された
といわれています。

提供：鈴木路雄氏

【児童書】 
コーヒー豆を追いかけて
　　　　　　　原田一宏　著
　熱帯や亜熱帯で広く栽培さ
れるコーヒー豆は、世界中に
輸出されている。コーヒー豆
を調べて見えてきた、地球上
のさまざまな問題とは？
　熱帯林と私たちとの意外な
つながりを、わかりやすく解
説する。
　　　　出版社…くもん出版

【児童書/絵本】 
ぜったいいぬをかうからね
　ローレン・チャイルド　作
　チャーリーの娘・ローラ
は、最近犬に夢中。どうして
も飼いたくて、どんな犬が欲
しいか、あれこれ考えます。
　ところがママとパパは、犬
を 飼 う の は「 絶 対 だ め で
す！」と言い…。妹の面倒を
みる兄の微

ほ ほ

笑
え

ましい奮闘ぶり
を描きます。
　　　出版社…フレーベル館

【一般書/小説】 
スイート・ホーム
　　　　　　　原田マハ　著
　 平 凡 だ け ど お だ や か な
日々。それでじゅうぶんだっ
た。あの日、あの人と出会う
までは…。
　美しい高台の街にある小さ
な洋菓子店で繰り広げられ
る、愛に満ちた家族の物語。
　　　　　出版社…ポプラ社

【一般書/エッセイ】 
極小農園日記
　　　　　　　　荻原浩　著
　「採れたてのキュウリと
ビール。味

み

噌
そ

をつけてぱく
り。で、ぷはっ。おいしいで
すよ」庭先の春夏秋冬、小説
の話、旅路にて…。
　熟練作家がおくる、滋

じ

味
み

豊
かな初エッセイ集。
　　　出版社…毎日新聞出版



子育て
情報

＊医療機関
西：茨城西南医療センター病院(境町2190　℡87-8111)
友：友愛記念病院(東牛谷707　℡97-3000)
赤：古河赤十字病院(下山町1150　℡23-7111)
古：古河総合病院(鴻巣1555　℡47-1010)
＊診療時間
月曜日～土曜日：18時～23時
日曜日・祝日　：9時～16時
＊対象年齢　15歳未満　
※小児輪番病院は、入院治療を必要とする子どもの救
急医療を行っています。受診する際は、医療機関に必
ず事前に電話でご相談ください。実施時間外の受診に
ついては、筑波メディカルセンター病院(℡029-851-3511)でも小児救急に対応しています。

＊茨城子ども救急電話相談　
　受付時間　月曜日～土曜日：18時30分～翌日8時
　　　　　　日曜日・祝日・年末年始 （12/29～1/3）：8時～翌日8時
　電話番号　プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは局番なしの ｢#8000｣
　　　　　　すべての電話からは　℡ 029-254-9900
＊救急医療情報コントロールセンター　℡029-241-4199
　休日や夜間に救急対応している小児科の医療機関をお探しのときは、問い合わせください。

小児救急医療輪番表 日 月 火 水 木 金 土
7/1 2 3 4 5 6 7
西 西 西 西 西 赤 西
8 9 10 11 12 13 14
赤 西 古 西 西 赤 西
15 16 17 18 19 20 21
友 西 西 西 西 赤 西
22 23 24 25 26 27 28
西 西 古 西 西 赤 西
29 30 31 8/1 2 3 4
西 西 西 西 西 赤 西
5 6 7 8 9 10 11
赤 西 西 西 西 赤 西
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マ
マ
ン
ラ
ウ
ン
ジ

「
子
育
て
中
の
パ
パ
集
ま

れ
！　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
５
」

　
自
分
と
子
育
て
を
見
つ
め
る

時
間
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
22
日(

日)

～
11
月

11
日(

日)

［
全
５
回
］
10
時
～

場
所　
つ
つ
み
公
民
館

対
象　
６
カ
月
～
４
歳
未
満
の

子
ど
も
と
父
親

定
員　
８
組
程
度(

多
数
抽
選)

費
用　
各
回
５
０
０
円

内
容　
①
子
ど
も
と
遊
ぶ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
②
保
護
者
の
た
め

の
交
流
会
、
学
習
会

申
込
期
限　
７
月
10
日(

火)

申
込
　
件
名
を
「
パ
パ
集
ま

れ
！
申
し
込
み
」
と
し
、
住

所
、
参
加
者
氏
名
、
子
ど
も
の

年
齢(

月
齢)

、
電
話
番
号
を
記

載
の
上
、
申
し
込
み

問　
古
河
親お

や

楽が
く

フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
会
「
マ
マ
ン
ラ
ウ
ン

ジ
」(

担
当
：
落
合)

m
am

an_lounge_koga@
yahoo.co.jp

中
高
生
・
乳
幼
児

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

■
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
体
験

日
時　
８
月
24
日(

金)

・
25
日

(

土)

８
時
40
分
～　
　
　
　

場
所　
健
康
の
駅

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
中

高
生

定
員　
各
日
と
も
20
人

内
容　
第
１
部
：
い
の
ち
の
大

切
さ
を
考
え
よ
う
・
赤
ち
ゃ
ん

の
お
世
話
体
験
、
第
２
部
：
乳

幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流

申
込　

７
月
17
日(

火)

ま
で

に
、
市
内
の
中
高
生
は
学
校

に
、
市
外
の
中
学
・
高
校
に
通

学
す
る
人
は

生
涯
学
習
課
に

申
し
込
み

■
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
子
育
て

学
習
会

日
時　
８
月
24
日(

金)

・
25
日

(

土)

９
時
40
分
～

場
所　
健
康
の
駅

対
象　
乳
幼
児
の
子
ど
も
を
持

つ
親
と
子(

首
が
据
わ
っ
た
乳

児
～
２
歳
以
下)

定
員　
15
組
程
度(

多
数
抽
選)

申
込
期
限　
７
月
31
日(

火)

問　

生
涯
学
習
課

２
２
‐
７
１
１
４

shougai@
city.ibaraki-

koga.lg.jp

夏
休
み
子
ど
も
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

日
時　
７
月
21
日(

土)

10
時
～

11
時
30
分
、
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
小
中
学
生

定
員　
各
20
人　
費
用　
千
円

申
込
期
限　
７
月
14
日(

土)

問　
℡
０
９
０
‐
２
５
６
４
‐

９
９
９
５(

担
当
：
荒
川)　

℡
３
２
‐
２
３
６
７

３
２
‐

３
２
５
１ (

担
当
：
鈴
木)

生
涯
学
習
課

お
や
こ
料
理
教
室

日
時　
８
月
７
日(

火)

10
時
～

場
所　
健
康
の
駅

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
親

子定
員　
30
人(

多
数
抽
選)

費
用　
保
護
者
２
０
０
円
、
子

ど
も
１
０
０
円

内
容　
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
、
栄

養
の
お
話

講
師　
食
生
活
改
善
推
進
員

申
込
期
限　
７
月
13
日(

金)

問　

健
康
づ
く
り
課



健康づくり事業� 問　健康づくり課(古河福祉の森会館)℡48-6881

教室 内容 場所 期日 時間 申込期間

マタニティ
スクール
(予約制)

パパママクラス編
健康の駅

7/22(日) 9時30分～12時
(受付時間：9時～9時30分)

ウエルカムベビー編 8/1(水) 13時30分～15時30分
(受付時間：13時～13時30分)

離乳食教室
(予約制)
定員20組［多数抽選］

離乳食の進め方や作り方についてのお話
※試食(初期のもの)あり。 健康の駅

7/25(水) 10時～
11時30分

7/3 (火)～11(水)

8/30(木) 8/8 (水)～16(木)

相談 内容 場所 期日 時間

発達相談
(予約制)

言葉が遅い、身体の動きが気になる等、
乳幼児の心理や発達に関する個別相談 健康の駅 7/9(月) 9時20分～15時30

分7/17(火)

乳幼児健康相談 育児相談・身体計測
(母子健康手帳持参)

健康の駅 7/12(木) 乳児(1歳未満)
9時30分～10時30分
幼児(1歳以上)
10時～10時30分古河福祉の森会館 7/23(月)

おはなし会・読み聞かせ
期日 時間 場所 実施団体

7/4(水) 10時30分～11時10分 三和図書館 おはなしの会もこもこ

7/7(土)
13時30分～14時30分 ユーセンター総和 どんぐりころころ
14時～ 古河図書館 おはなしの会ぐりとぐら
14時～15時 中央公民館 おはなしの会赤とんぼ

7/8(日) 15時～ 古河図書館 おはなしの会赤とんぼ

7/14(土)
14時～ 古河図書館 あけぼの会
14時～14時40分 三和図書館 朗読サークルすずめ
14時～15時 中田公民館 おはなしの会赤とんぼ

7/15(日) 13時30分～14時30分 ユーセンター総和 さくらんぼ

7/21(土) 14時～ 古河図書館 千里草の会
14時～14時40分 三和図書館 おはなしの会赤とんぼ

7/28(土)
13時30分～14時30分 ユーセンター総和 おはなしの会赤とんぼ
14時～ 古河図書館 みどりの会
14時～14時40分 三和図書館 朗読サークルすずめ

8/1(水) 10時30分～11時10分 三和図書館 おはなしの会もこもこ

8/4(土) 13時30分～14時30分 ユーセンター総和 どんぐりころころ
14時～15時 中央公民館 おはなしの会赤とんぼ

8/11
(土・祝)

14時～ 古河図書館 あけぼの会
14時～14時40分 三和図書館 朗読サークルすずめ
14時～15時 中田公民館 おはなしの会赤とんぼ

8/12(日) 15時～ 古河図書館 おはなしの会赤とんぼ
　問　古河図書館℡32-5299　三和図書館℡75-1511
　　　中央公民館℡92-4501　ユーセンター総和℡31-3211
　　　中田公民館℡48-1852

乳幼児健康診査 対象 場所 期日 受付時間

3～4カ月児健診
H30年3月7日～3月31日生まれ 健康の駅 7/10(火)

13時～13時45分

H30年3月7日～4月5日生まれ 古河福祉の森会館 7/19(木)
H30年2月25日～3月25日生まれ 三和地域福祉センター 7/24(火)

1歳6カ月児健診

H28年11月18日～H29年1月6日生まれ 三和地域福祉センター 7/6(金)
H28年12月5日～H29年1月7日生まれ 古河福祉の森会館 7/11(水)
H28年11月29日～H29年1月9日生まれ 健康の駅 7/31(火)
H29年1月7日～2月10日生まれ 三和地域福祉センター 8/10(金)

3歳児健診

H27年6月11日～7月10日生まれ 古河福祉の森会館 7/18(水)
H27年5月26日～6月30日生まれ 健康の駅 7/26(木)
H27年6月5日～7月15日生まれ 三和地域福祉センター 8/7(火)
H27年7月1日～7月27日生まれ 健康の駅 8/9(木)
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9～11カ月健診(無料)を
受けましょう
　乳児一般健康診査受診票(水
色)を使用して医療機関で受けら
れます。
問　健康づくり課(古河福祉の森
会館)℡48-6881

駅前子育て広場臨時休館
期日　７/10(火)12時～
　　　７/11(水)終日
　　　７/22(日)終日
　　　８/４(土)15時～
※自動交付機のみ利用可。
問　駅前子育て広場℡23-4120
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▲ 多くのホタルが織り成す、幻想的な光の演出は誰もが息を飲むほどの美
しさでした

夜空に浮かぶ、かれんな光
第15回
ほたる祭り

　5月19日、古河体育館相撲場で第33回古河市
近隣少年相撲大会を開催し、小学1年生から6年
生の36人の男女が参加しました。
　夏らしい陽気の中、「はっけよいのこった」の
行事の合図に合わせてぶつかり合う子どもたち
に、土俵の外からは「かんばれ！」「押せ！」な
どの声援が飛び交っていました。

まわしを締めて真剣勝負！
第33回古河市
近隣少年相撲大会

雄大な自然に囲まれ野鳥を観察
渡良瀬遊水地
自然観察会

　6月2日、ネーブルパークふれあい広
場やほたるの里でほたる祭りが開催され
ました。
　たくさんのゲンジボタルが飛び交う光
景はまさに神秘的。寿命が1～2週間程
度といわれるゲンジボタルの光には、は
かなさを感じます。
　来園者は「こんなにたくさんホタルを
見るのは初めて」「すごくきれいだね」
と、ほたるの里を飛び交う幻想的な光に
魅了されていました。

　6月7日、渡良瀬遊水地で自然観察会を開催し
ました。水鳥生息地の重要な湿地として、ラム
サール条約に登録されている渡良瀬遊水地。
　今は繁殖期であり、オオヨシキリやホオジロな
ど20種類を野鳥の会の指導で観察。参加者から
は「自然の中で鳴き声を聞いて野鳥を見つけるの
が楽しかった」という声が聞こえました。

▲望遠鏡をのぞいた先にはどんな鳥が見えましたか

▲相手の目を見て間合いを詰めます
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一致団結！　地域のチカラ
第9回古河市行政自治会
親善ソフトボール大会

▲ゴールに向けて、狙いを定めたセンタリング

ボールを追いグランドを駆け抜ける
第28回古河市
マスターズサッカー大会

　5月19日、東京都大田区の都中央卸売
市場大田市場で針谷市長がトップセール
スを行いました。
　PRしたのは、県銘柄産地に指定され
ているニンジン(品種：彩

あやほまれ

誉)。この「こ
こ惚

ほ

れにんじん」というブランド名で生
産されているニンジンは、フルーツのよ
うな強い甘みが特徴です。
　ニンジンジュースを試飲した仲買人か
らは「本当にニンジンしか使っていない
の」と驚きの声が聞こえました。

「ここ惚れにんじん」を全国に
針谷市長が大田市場で
ブランドニンジンをPR

▲ニンジンジュースを試飲して「おいしい、すごく甘いね」と話す仲買人と、
針谷市長

▲澄み切った青空に、快音が響き渡りました

　6月3日、上大野グラウンド他5会場で古河市行
政自治会親善ソフトボール大会を開催しました。
　澄み切った青空の下、自治会・行政区から男女
合わせて76チームが参加し、白熱した試合が繰
り広げられました。ファインプレーやタイムリー
ヒットに両チームや観客からは歓声の声が上が
り、対戦を通して親睦を深めました。

　5月19日・20日、26日・27日、「第28回古河
市マスターズサッカー大会」を古河市サッカー
場、リバーフィールド古河で開催しました。
　首都圏を中心に113チーム、約2,500人のサッ
カー選手が集合。サッカーボールを追いグランド
を駆け抜ける姿は、学生時代を彷

ほ う ふ つ

彿させるような
迫力でした。



INFORMATION

 広報古河　2018.7  -   22

夏休み絵画教室
きみもアーティスト

日時　8月8日(水)13時～16時
場所　さくら公民館　
対象　市内在住の小中学生
定員　24人(多数抽選)
内容　自由に絵を描こう！　夏休みの宿題もOK。
筆遊びの準備体操から始めます
申込期間　７月17日(火)～24日(火)
　　　　　［受付時間：９時～17時］
問　さくら公民館　℡92-3422

期間　8月1日(水)～31日(金)
※休館日や講座等で使用できない日を除く。
場所　篆

て ん こ く

刻美術館美術学習室
対象　小学3年生以上　定員　各日16人(先着)
費用　高校生以上1,100円、小中学生400円
内容　印材のサイズ５分

ぶ

(1.5cm×1.5cm)。刻す
る文字は１文字(白文)
申込・問　3日前までに申し込み
篆刻美術館美術学習室　℡21-1141

夏休み
篆刻体験

日時　8月5日(日)13時30分～15時
場所　燦

さ ん

SUN館
対象　市内在住の小学3年生以上(保護者同伴可)
定員　20人(多数抽選)　費用　300円(当日納入)
内容　古代の装身具(アクセサリー)勾

ま が た ま

玉を作ります
申込期間　7月1日(日)～20日(金)
　　　　　［受付時間：10時～18時］
　　　　　※7月9日(月)・17日(火)は休館。
問　三和資料館　℡75-1511

夏休み子ども講座
勾玉づくり

日時　7月26日(木)
　　　①10時30分～11時45分②14時～15時15分
場所　ユーセンター総和
対象　幼児・小学生と保護者
定員　①140人②240人(先着)
内容　人形劇公演(演目：あかずきん、ピーマン
マン、ＢＵＮちゃんＤＥショー、コンとあき、こ
ねこのしろちゃん)
問　ユーセンター総和　℡31-3211

夏休み
人形劇まつり

　　　　　　　　　　　　　　 楽しい思い出を作ろう！

夏休みイベント情報
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古河マルシェ

常陸牛＆ローズポークを食べよう！

日時　7月21日(土)16時～20時30分
　毎回好評の「古河マルシェ」。市内で飼育され
た常陸牛とローズポークなどの肉料理メニューが
中心のイベントを開催します。
　魅力的な模擬店も多数出店して皆さんの来場を
お待ちしています。
※浴衣で来場する人には特典があります。
場所　酒井蔵、富岡蔵(本町三丁目地内)
問　古河マルシェ実行委員会事務局［㈱雪華］
　　℡31-7611

水面に映る幻想的な明かり

夢あんどんと夕涼み

広報古河3月号で
特集された常陸牛も
食べられます！

日時　8月14日(火)・15日(水)18時～21時
　古河の夏の風物詩として定着してきた夢あんど
んと夕涼み。古河歴史博物館の水辺に浮かぶ約
800基のあんどんが夏の夜を柔らかく照らします。
ぜひご覧ください。
場所　古河歴史博物館周辺、鷹見泉石記念館、古
河文学館
その他　14・15日の18時～21時は、古河歴史博
物館と古河文学館の入館料が無料になります。
　なお、期間中はオカリナコンサート、紙しばい、
ブラックパネルシアターなどを開催予定です。
問　古河歴史博物館　℡22-5211

あんどんを作ってみよう！
　夢あんどんと夕涼みで明かりをともすあんどん
を自分で作ってみませんか。あんどんを作ろう講
座や材料セットの販売を行いますので、詳細は
28ページをご覧ください。
問　古河文学館　℡21-1129



総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3
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市
役
所
か
ら

古
河
福
祉
の
森
診
療
所
・
尾
崎
国

民
健
康
保
険
診
療
所
の
臨
時
休
診

期
日　
8
月
13
日(
月)

～
16
日(

木)

問　
古
河
福
祉
の
森
診
療
所

℡
４
８
‐
６
５
２
１

尾
崎
国
民
健
康
保
険
診
療
所

℡
７
６
‐
０
０
０
９

ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
工
芸
館

開
館
日
変
更

　
６
月
１
日(

金)

か
ら
開
館
日
を
増
や

し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

変
更
後
定
休
日　
毎
週
月
曜
日(

祝
日

の
場
合
は
翌
日)

、
年
末
年
始

問　
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
管
理
事
務
所

℡
９
２
‐
８
７
５
２

く
り
は
し
夏
祭
り
開
催
に
伴
う

ぐ
る
り
ん
号
南
コ
ー
ス
一
部
変
更

期
日　
７
月
14
日(

土)

・
15
日(

日)

変
更
と
な
る
コ
ー
ス　
南
コ
ー
ス(

JR

古
河
駅
西
口
～
JR
栗
橋
駅
東
口)

変
更
と
な
る
ダ
イ
ヤ

・
18
時
46
分
発
JR
栗
橋
駅
東
口
行
：

「
中
田
陸
橋
脇
」
～
「
栗
橋
駅
東
口
」

間
を
運
休

・
19
時
19
分
発
JR
古
河
駅
西
口
行
：

「
栗
橋
駅
東
口
」
～
「
利
根
川
橋
東

詰
」
間
を
運
休

問　

総
務
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
た

め
休
日
開
庁
し
ま
す

　
交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
場
所
以
外

で
交
付
希
望
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
12
日(

日)

８
時
30
分
～
12
時

場
所　

市
民
総
合
窓
口
課

問　

市
民
総
合
窓
口
課

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

応
募
受
付
開
始

施
設　
①
古
河
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
②

総
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
③
古
河
ス

ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー

資
格　
法
人
、
団
体
、
複
数
の
法
人
等

で
構
成
し
た
グ
ル
ー
プ(

個
人
で
の
応

募
不
可)

資
料
配
布
期
間　
７
月
２
日(

月)

～
25

日(

水)

試験日　1次：9月16日(日)、２次：11月中旬(予定)
※1級建築士・１級土木施工管理技士の資格を有す
る人は1次試験免除。
場所　1次試験：総和中学校(予定)
　　　2次試験：市役所総和庁舎(予定)
申込期限　7月31日(火) ［消印有効］

採用試験案内の配布場所
・ 職員課
・ 市民総合窓口室
・ 市民総合窓口室
※市公式ホームページからもダウンロード可。
問　 職員課

試験職種 採用予定数 受験資格および年齢要件

一般事務 A 11 人程度

平成 3 年 4 月 2 日以降に生まれた
人で、学校教育法による大学 ( 短
期大学を除く ) またはこれと同等
と認められる学校を平成 31 年 3
月末までに卒業見込みの人

一般事務 B 6 人程度
昭和 63 年 4 月 2 日以降に生まれ
た人で、学校教育法による大学 ( 短
期大学を除く ) またはこれと同等
と認められる学校を卒業した人

一般事務 C 2 人程度

平成 9 年 4 月 2 日から平成 13 年
4 月 1 日までに生まれた人で、学
校教育法による高等学校またはこ
れと同等と認められる学校を卒業
した人、または平成 31 年 3 月末
までに卒業見込みの人

試験職種 採用
予定数

受験資格 ( 平成 31 年 3 月
末までに取得見込を含む ) 年齢要件

建築技師 3 人程度 1 級または 2 級建築士

昭和 63 年
4 月 2 日以
降に生まれ
た人

土木技師 3 人程度 1 級または 2 級土木施工
管理技士

保健師 3 人程度 保健師

社会福祉士 2 人程度 社会福祉士

保育士 5 人程度 保育士

看護師 2 人程度 看護師
昭和 58 年
4 月 2 日以
降に生まれ
た人

平成31年4月1日付採用　市役所職員募集



施設の愛称
いちょうプラザ(駅西地域交流セン
ター)、古河はなもも体育館(中央運動
公園総合体育館)、古河公

くぼう

方公園(古河総
合公園)、燦

さん

SUN館(三和図書館資料館)
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乳
が
ん
検
診
二
次
募
集

場
所　
友
愛
記
念
病
院
、
茨
城
西
南
医

療
セ
ン
タ
ー
病
院

対
象　
市
内
在
住
の
、
平
成
元
年
３
月

31
日
以
前
生
ま
れ
の
女
性

※
し
こ
り
等
自
覚
症
状
が
あ
る
人
、
豊

胸
術
・
乳
房
再
建
術
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
人
、
妊
娠
中
・
授
乳
中
の
人
は
対

象
外
。

費
用　
２
４
０
０
円(

70
歳
以
上
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
無
料)

内
容　
超
音
波
検
診
と
視
触
診
、
ま
た

は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
視
触
診

※
茨
城
西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
は
視

触
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
間　

７
月
９
日(

月)

～
17
日

(

火)

［
多
数
抽
選
］

申
込　
【
封
書
・
は
が
き
】「
乳
が
ん
検

診
申
し
込
み
」
と
明
記
の
上
、
①
住
所

②
氏
名
③
生
年
月
日
④
年
齢
⑤
電
話
番

号
⑥
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
ま
た
は

チ
ュ
ー
ブ
を
い
れ
て
い
る
か
の
有
無

⑦
希
望
の
医
療
機
関
を
記
入
し
、

健

康
づ
く
り
課(

〒
３
０
６
‐
０
０
４
４

古
河
市
新
久
田
２
７
１
‐
１)

へ
郵
送

【
電
子
申
請
】
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み

注
意
事
項

・
医
療
機
関
へ
の
直
接
申
し
込
み
は
で

申
込　
９
月
３
日(

月)

～
７
日(

金)

に

募
集
要
項
を
確
認
の
上
、
申
し
込
み

問　
①
②
は

高
齢
福
祉
課
℡
９
２
‐

５
８
３
８
、③
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課(

古

河
は
な
も
も
体
育
館)

℡
９
２
‐
０
５
５
５

総
和
地
区

特
定
健
康
診
査
・
が
ん
検
診

　
新
た
に
希
望
す
る
人
は
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
過
去
２
年
間
に
受
診
し
た

人
に
は
、
７
月
上
旬
に
通
知
を
発
送
し

ま
す
。

■
健
康
の
駅

日
時　
７
月
24
日(

火)

・
29
日(

日)

・

30
日(

月)

、
８
月
６
日(

月)

～
８
日

(

水)

・
20
日(

月)

～
23
日(

木)

、
９
月

５
日(

水)

～
９
日(

日)

・
11
日(

火)

・

16
日(

日)

、
平
成
31
年
１
月
25
日(

金)

～
27
日(

日)

７
時
～
10
時
30
分

■
中
央
公
民
館

　
胃
が
ん
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　
８
月
29
日(

水)

・
30
日(

木)

９
時
～
11
時
、
13
時
30
分
～
15
時

【
共
通
事
項
】

対
象　
市
内
在
住
の
30
歳
以
上(

年
齢

と
健
康
保
険
の
種
類
、
会
場
に
よ
り
検

診
項
目
は
異
な
り
ま
す)

健
診
項
目　
特
定
健
康
診
査
、
健
康
診

査
、
が
ん
検
診(

胃
・
肺
・
大
腸
・
前

立
腺)

、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

※
詳
細
は
、「
平
成
30
年
度
古
河
市
特

定
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
日
程
表
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
康
診
査(

40
歳
～
75
歳
未
満)

は
、
特
定
健
康
診
査
受
診
券
と
健
康
保

険
証
が
必
要
で
す
。
健
康
保
険
の
種
類

に
よ
り
市
の
集
団
検
診
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

健
康
づ
く
り
課

℡
4
8
‐
6
8
8
2

古
河
地
区
子
宮
頸け
い
が
ん
集
団
検
診

　
新
た
に
希
望
す
る
人
は
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
過
去
２
年
間
に
受
診
し
た

人
に
は
、
７
月
中
旬
に
通
知
を
発
送
し

ま
す
。

期
日　
８
月
６
日(
月)
～
９
日(

木)

・

28
日(

火)

・
29
日(
水)
、
９
月
27
日

(

木)

・
28
日(

金)

※
８
月
６
日(

月)

、
９
月
27
日(
木)
は

託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り(

無
料
・
要
予
約)
。

受
付
時
間　
12
時
30
分
～
13
時

場
所　
古
河
福
祉
の
森
会
館

対
象　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
女
性

費
用　
千
円(

70
歳
以
上
は
無
料)

申
込
・
問　

健
康
づ
く
り
課

℡
4
8
‐
6
8
8
2

き
ま
せ
ん

・
検
診
日
は
病
院
か
ら
通
知
し
ま
す

・
抽
選
に
外
れ
た
人
に
は
８
月
上
旬
に

通
知
し
ま
す

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
カ
テ
ー
テ
ル
、

Ｖ
‐
Ｐ
シ
ャ
ン
ト
等
を
入
れ
て
い
る
人

は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
適
し
ま
せ
ん

問　

健
康
づ
く
り
課

℡
4
8
‐
6
8
8
2

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
平
成
29
年
度
実
施
状
況

■
情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

①
情
報
公
開
請
求
・
申
出
件
数
：
52
件

(

公
開
23
件
、
一
部
公
開
23
件
、
非
公

開
２
件
、
不
存
在
４
件)

②
実
施
機
関
別
請
求
・
申
出
件
数
：
52

件(

市
長
48
件
、
教
育
委
員
会
２
件
、

選
挙
管
理
委
員
会
１
件
、
議
会
１
件)

③
審
査
請
求
件
数
：
０
件

④
出
資
法
人
等
を
対
象
と
し
た
要
綱
に

基
づ
く
申
出
件
数
：
０
件

■
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

①
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録
件
数
：

１
０
２
２
件

②
自
己
情
報
開
示
請
求
：
７
件(

開
示

６
件
、
一
部
開
示
１
件)

③
審
査
請
求
件
数
：
０
件

問　

総
務
課



総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3
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国
民
年
金
の
付
加
年
金
制
度

　
国
民
年
金
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険

料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る
こ
と
で
、

将
来
受
け
取
る
年
金
に
付
加
年
金
が
加

算
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
納
付
を

希
望
す
る
人
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
、

65
歳
未
満
の
任
意
加
入
被
保
険
者

※
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
人
や

基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
等
は
、
付
加

保
険
料
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

持
参
物　
年
金
手
帳
、
認
め
印

付
加
保
険
料　
月
額
４
０
０
円

※
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
請
月
分

か
ら
に
な
り
ま
す
。

付
加
年
金
額　
２
０
０
円
×
付
加
保
険

料
納
付
月
数

問　

国
保
年
金
課

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

自
己
負
担
割
合
の
変
更

　

平
成
30
年
８
月
か
ら
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
割
合
が
２
割
の

人
で
、
次
の
①
②
を
全
て
満
た
す
人
は

３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
65
歳
以
上
で
本
人
の
合
計
所
得
金
額

が
２
２
０
万
円
以
上

②
本
人
を
含
め
た
同
一
世
帯
の
65
歳
以

上
の
人
の
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計

所
得
金
額
が
１
人
の
場
合
は
３
４
０
万

円
以
上
、
２
人
以
上
の
場
合
は
合
わ
せ

て
４
６
３
万
円
以
上

※
負
担
割
合
証
は
７
月
下
旬
に
発
送
。

問　

介
護
保
険
課

℡
９
２
‐
４
９
２
１

夏
休
み
課
題
図
書
貸
し
出
し

　
７
月
２
日(

月)

か
ら
１
人
１
冊
ま
で
、

１
週
間
貸
し
出
し
ま
す
。
な
お
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
中
高
生

問　
三
和
図
書
館
℡
７
５
‐
１
５
１
１

古
河
図
書
館
℡
３
２
‐
５
２
９
９

中
田
公
民
館
℡
４
８
‐
１
８
５
２

中
央
公
民
館
℡
９
２
‐
４
５
０
１

つ
つ
み
公
民
館
℡
９
８
‐
５
５
３
０

ユ
ー
セ
ン
タ
ー
総
和
℡
３
１
‐

３
２
１
１

と
ね
ミ
ド
リ
館
℡
９
２
‐
４
０
０
０

「
児
童
手
当
現
況
届
」
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か

　
「
児
童
手
当
現
況
届
」
の
提
出
期
限

は
６
月
29
日(

金)

で
し
た
。
現
況
届
の

提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以
降
の

手
当
を
支
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
該
当

と
思
わ
れ
る
人
で
通
知
が
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

子
ど
も
福
祉
課

花
火
の
打
ち
上
げ
に
は
市
へ
の

煙
火
消
費
許
可
申
請
が
必
要
で
す

　
次
の
場
合
は
火
薬
類
取
締
法
第
25
条

に
基
づ
き
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

①
直
径
６
㎝
以
下
：
50
個
以
上

②
直
径
６
㎝
超
～
10
㎝
以
下
：
15
個
以
上

③
直
径
10
㎝
超
～
14
㎝
以
下
：
10
個
以
上

申
請
期
限　
消
費
日
の
１
カ
月
前

費
用　
７
９
０
０
円(

申
請
時
納
入)

問　

商
工
政
策
課

文
化
財
巡
視
へ
の
ご
協
力
を

　
文
化
財
保
護
活
動
の
一
環
と
し
て
、

県
の
埋
蔵
文
化
財
指
導
員
、
文
化
財
保

護
指
導
委
員
、
市
職
員
が
指
定
文
化
財

や
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
を
巡
視
し
ま
す
。

期
間　
第
１
回
７
月
～
８
月
、
第
２
回

９
月
～
12
月
、
第
３
回
12
月
～
２
月

対
象　
熊
沢
蕃ば

ん

山ざ
ん

の
墓(

大
堤)

、
ボ
ダ

イ
ジ
ュ(

仁
連)
、
イ
チ
イ
ガ
シ(

恩
名)

、

売却区分番号 見積価額 公売保証金 所在 地目 地積
( 平方メートル )

買受適格証明願
申請期間

古 30-1 ※ 20 万円 2 万円 茶屋新田字中通 107 番 2 田 991
7/17( 火 ) ～ 20( 金 )

［古 30-4 は転用目的
の場合 8/17( 金 ) ま
で］

古 30-2 ※ 22 万円 3 万円 茶屋新田字庄兵衛屋敷 150 番 2 田 991
古 30-3 ※ 22 万円 3 万円 茶屋新田字庄兵衛屋敷 151 番 2 田 991
古 30-4 ※ 41 万円 5 万円 水海字道城女 2623 番 畑 254
古 30-5 ※ 15 万円 2 万円 水海字船頭西 3921 番 畑 549

　古 30-6 320 万円 32 万円 諸川字田渕 1743 番 2 雑種地 399

日時　8月29日(水)12時50分～
場所　古河庁舎3階全員協議会室
公売対象不動産

※農地のため買受適格証明願が必要。詳細は 農業委員会事務局へ問い合わせください。

問　 収納課

　不動産公売に参加しませんか
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市
内
の
空
中
放
射
線
量
測
定
結
果

測定場所
(地上1ｍで測定)

5/15(火) 6/1(金)

三和庁舎 0.048 0.051

総和庁舎 0.040 0.038

古河庁舎 0.069 0.069

※数値はマイクロシーベルト/
毎時です。

問　

環
境
課

  

イ
ベ
ン
ト

古
河
盆
踊
り
大
会

　
古
河
盆
踊
り
大
会
は
、
今
年
で
62
回

目
を
迎
え
る
伝
統
の
あ
る
夏
の
風
物
詩

で
す
。
踊
り
手
の
輪
に
加
わ
っ
て
、
古

河
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　
８
月
14
日(

火)

・
15
日(

水)

時
間　
19
時
～
21
時

場
所　
古
河
第
四
小
学
校

問　
古
河
市
観
光
協
会(

観
光
物
産

課
内)

℡
２
３
‐
１
２
６
６

打
ち
水
大
作
戦
２
０
１
８

　
古
河
盆
踊
り
大
会
の
開
催
前
に
、
誰

も
が
手
軽
に
楽
し
く
取
り
組
め
る
地
球

温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
打
ち
水

を
実
施
し
ま
す
。

狢む
じ
な

塚づ
か

遺
跡(

旭
町)

、
堀
の
内
遺
跡(

中

田)

、
ラ
ン
ト
ウ
裏
貝
塚(

牧
野
地)

、

大
山
宮
前
遺
跡(

大
山)

、
思
案
橋
遺
跡

(
下
辺
見)

、
羽
黒
遺
跡(

前
林)

、
水
海

城
跡(
水
海)

、
道ど

う

城じ
ょ
う

女め

遺
跡(

水
海)

、

遠と
お

官か
ん

台だ
い

古
墳
群(

上
和
田)

、
御ご

領り
ょ
う

遺
跡

(

新
和
田)
、
金
く
そ
遺
跡(

谷
貝)

、
香

取
北
遺
跡(

尾
崎)

問　

生
涯
学
習
課

償
却
資
産(

固
定
資
産
税)

実
地
調
査
に
ご
協
力
を

　
通
知
を
受
領
し
た
事
業
者
の
皆
さ
ん

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
内
容　
「
償
却
資
産
内
訳
書
」「
貸

借
対
照
表
」
等
の
帳
簿
と
「
償
却
資
産

課
税
台
帳
」
と
の
照
合
、
現
物
の
確
認

問　

資
産
税
課

花
火
大
会
後
の
河
川
敷
清
掃

　
花
火
大
会
の
翌
日
に
、
河
川
敷
の
清

掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
８
月
５
日(

日)

６
時
～
［
雨
天

決
行
］

※
花
火
大
会
が
順
延
の
場
合
は
６
日

(

月)

に
実
施
。

場
所　
古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス
前
堤
防

問　

環
境
課

公
共
下
水
道

農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続
を

●
接
続
の
義
務

　
公
共
下
水
道
の
整
備
が
完
了
し
て
供

用
開
始(

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る)

と

な
っ
た
地
域
の
人
は
、「
速
や
か
に
公

共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
」「
く
み

取
り
式
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い
る
場
合

は
公
共
下
水
道
供
用
開
始
後
３
年
以
内

に
水
洗
式
ト
イ
レ
へ
改
造
す
る
こ
と
」

が
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
次
の
農
業
集
落
排
水
処
理

区
域
の
人
も
速
や
か
に
接
続
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
接
続
工
事
は
、
必
ず
市

の
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
業
集
落
排
水
処
理
区
域
】

大
綱
、
米
倉
、
恩
名
下
坪
、
丸
山
、
古

屋
・
松
山
、
大
和
田
上
、
大
和
田
下
、

新
和
田
、
上
根
、
上
和
田
、
駒
込
、
間

中
橋
、
間
中
橋
南
、
下
尾
崎
一
、
清
水
、

長
左
エ
門
新
田
、前
林
、 
柳
橋
、高
野
、

上
大
野
、
稲
宮
、
葛
生

※
各
区
域
の
一
部
を
除
く
。

●
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
を
ご

利
用
の
人
へ

　
自
家
水(

井
戸)

の
使
用
世
帯
で
、
人

数
の
増
減
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

下
水
道
管
理
課

日
時　
８
月
14
日(

火)

18
時
20
分
［
雨

天
中
止
］

場
所　
古
河
第
四
小
学
校

問　

環
境
課

非
核
平
和
パ
ネ
ル
展

　
古
河
市
非
核
平
和
都
市
推
進
委
員
会

で
は
、
戦
争
の
無
益
さ
、
悲
惨
さ
、
平

和
の
尊
さ
等
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

く
活
動
と
し
て
、
非
核
平
和
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
。

期
間
・
場
所

○
７
月
27
日(

金)

～
８
月
１
日(

水)

：

燦
Ｓ
Ｕ
Ｎ
館

○
８
月
３
日(

金)

～
８
日(

水)

：
中
央

公
民
館

○
８
月
10
日(

金)

～
16
日(

木)

：
古
河

庁
舎

問　

総
務
課

悪
戸
新
田
獅
子
舞

期
日　
７
月
29
日(

日)

［
雨
天
決
行
］

時
間　
５
時
30
分
ご
ろ
～
17
時
50
分

場
所　
雀
神
社
を
出
発
し
古
河
地
区
の

一
部
を
練
り
歩
き
ま
す(

タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い)

問　

生
涯
学
習
課

悪
戸
新
田
獅
子
舞
保
存
会(

担
当
：
𣘺は

し

本も
と)

℡
２
２
‐
４
６
７
２
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子
育
て
応
援
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

「
り
さ
育い
く
る
」
引
き
渡
し
会

　
不
用
と
な
っ
た
人
か
ら
譲
り
受
け
た

子
育
て
用
品
を
、無
償
で
譲
渡
し
ま
す
。

日
時　
７
月
25
日(
水)
10
時

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
で
、
自
ら
使
用
す
る

人
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
人

内
容　
直
接
来
場
し
て
、
希
望
の
品
を

選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す(

１
世
帯
１
点

ま
で
。
多
数
抽
選)

※
リ
サ
イ
ク
ル
品
に
つ
き
譲
り
受
け
た

人
の
責
任
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
品
予
定
品
の
写
真
は
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
取
扱
窓
口
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

取
扱
窓
口　

環
境
課
、
古
河
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
、

市
民
総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室
、

福
祉
総
務

課
、

健
康
づ
く
り
課

問　

環
境
課

古
河
市
民
大
学
「
日
本
の
食
文
化

を
学
ぶ
～
お
だ
し
編
～
」

日
時
・
場
所
・
内
容

①
親
子
で
マ
イ
箸
を
作
ろ
う
：
８
月
28

日(

火)

９
時
40
分
～
12
時
［
ネ
ー
ブ
ル

パ
ー
ク
］

②
だ
し
を
知
ろ
う
～
素
材
の
味
く
ら
べ

～
：
８
月
30
日(

木)

10
時
～
13
時
30
分

［
古
河
福
祉
の
森
会
館
］

対
象　
２
日
間
参
加
で
き
る
、
市
内
在

住
の
小
学
生
と
保
護
者　

定
員　
20
組

費
用　
大
人
３
０
０
円

　
　
　
子
ど
も
２
０
０
円

講
師　
藤
原
浩
氏(

フ
ー
ド
ア
ナ
リ
ス
ト)

申
込
期
限　
８
月
２
日(

木)
申
込
・
問　
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
タ
イ
ト

ル
に
「
日
本
の
食
文
化
」
と
入
力

生
涯
学
習
課

２
２
‐
７
１
１
４

shougai@
city.ibaraki-koga.

lg.jp

「
あ
ん
ど
ん
を
作
ろ
う
」
講
座

日
時　

７
月
31
日(

火)

、
８
月
６
日

(

月)

13
時
30
分
～

場
所　
古
河
文
学
館

対
象　
年
長
児
～
一
般

※
小
学
３
年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
。

定
員　
各
15
人(

先
着)

費
用　
７
０
０
円(

材
料
費
を
含
む)

主
催　
夢
あ
ん
ど
ん
実
行
委
員
会

申
込
・
問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

あ
ん
ど
ん
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
8
月
14
日
・
15
日
開
催
の
「
夢
あ
ん

ど
ん
と
夕
涼
み
」
に
飾
る
あ
ん
ど
ん
の

材
料
セ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。
誰
で
も

簡
単
に
組
み
立
て
ら
れ
、
和
紙
に
絵
や

文
字
な
ど
自
由
に
描
け
ま
す
。

販
売
時
間　
９
時
～
16
時
30
分

休
館
日　

７
月
17
日(

火)

・
27
日

(

金)

、
８
月
６
日(

月)

場
所　
古
河
歴
史
博
物
館

費
用　
７
０
０
円(

木
材
・
和
紙
等)

※
８
月
10
日(

金)

ま
で
に
完
成
品
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
行
事
終
了
後
に
返

却
し
ま
す
。

問　
古
河
歴
史
博
物
館

℡
２
２
‐
５
２
１
１

蓄
音
器
に
よ
る

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会

日
時　
７
月
20
日(

金)

①
11
時
②
14
時

［
約
35
分
］

場
所　
古
河
文
学
館
サ
ロ
ン

定
員　
30
人
程
度

費
用　
無
料(

展
示
室
の
見
学
は
有
料)

曲
目　
「
Ｌ
Ａ　

Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ　

Ｃ
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｎ　

や
さ
し
き
歌
」(

曲
：

Ｇ
・
フ
ォ
ー
レ
／
詞
：
Ｐ
・
ヴ
ェ
ル

レ
ー
ヌ)

※
レ
コ
ー
ド
の
状
態
に
よ
り
、
曲
目
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
レ
コ
ー

ド
は
古
い
も
の
な
の
で
、
音
の
ひ
ず
み

等
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

高
校
生
篆て
ん
刻こ
く
展

日
時　

７
月
28
日(

土)

～
９
月
２
日

(

日)

９
時
～
17
時
［
入
館
は
16
時
30
分

ま
で
］

休
館
日　
８
月
20
日(

月)

～
24
日(

金)

場
所　
古
河
街
角
美
術
館

問　
古
河
街
角
美
術
館

℡
２
２
‐
５
９
１
１

三
和
資
料
館
企
画
展

「
発
掘
さ
れ
た
古
河
９
」

■
も
じ
も
じ(

文
字
文
字)

・
ど
き
ど
き

(

土
器
土
器)

～
発
掘
さ
れ
た
文
字
資
料
～

日
時　

７
月
21
日(

土)

～
９
月
27
日

(

木)

10
時
～
18
時
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対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
団
体

費
用　
１
チ
ー
ム
２
千
円

内
容　
１
チ
ー
ム
10
人(

男
女
問
わ
ず)

申
込
・
問　
７
月
20
日(

金)

ま
で
に
、

参
加
申
込
書
を
提
出

※
参
加
申
込
書
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

企
画
課

９
２
‐
３
０
８
８

「
太
極
拳
」
無
料
体
験
教
室

　
太
極
拳
で
、
ゆ
っ
く
り
と
全
身
を
動

か
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
、
健
康

な
体
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
21
日(

土)

・
８
月
18
日

(

土)

９
時
～
12
時

場
所　
三
和
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対
象　
16
歳
以
上　
定
員　
30
人

持
参
物　
室
内
シ
ュ
ー
ズ

講
師　
満
留
博
文
氏(

公
認
太
極
拳
Ａ

級
指
導
員)

申
込　
当
日
申
し
込
み

問　
三
和
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
℡
７
６
‐
７
０
０
０

  
募
集

一
行
詩
「
男ひ

女と

の
詩う
た

」

期
間　

７
月
２
日(

月)

～
８
月
31
日

(

金)

休
館
日　
７
月
31
日(

火)

、
８
月
31
日

(

金)

、
９
月
18
日(

火)

・
25
日(

火)

内
容　
市
内
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器

や
板
碑
な
ど
、
文
字
が
書
か
れ
た
り
刻

ま
れ
た
資
料
を
展
示

問　
三
和
資
料
館
℡
７
５
‐
１
５
１
１

市
の
名
産
品
を
使
っ
た
料
理
教
室

「
ニ
ガ
ウ
リ
の
佃つ
く
だ

煮に

」

　
古
河
市
農
業
農
村
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
活
動
推
進
委
員
会
に
よ
る
地
元
農
家

生
産
野
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
７
月
27
日(

金)

13
時
30
分

場
所　
三
和
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
申
込
者
に
連
絡
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
人

定
員　
20
人(

多
数
抽
選)

費
用　
千
円(

当
日
納
入)

申
込
期
限　
７
月
13
日(

金)

申
込
・
問　

農
政
課

終し
ゅ
う

活か
つ
講
演
会
「
終
活
～
人
生
の
終

末
期
に
向
け
て
の
備
え
～
」

日
時　
７
月
23
日(

月)

14
時
～
15
時
30
分

場
所　
健
康
の
駅

対
象　
終
活
に
つ
い
て
興
味
、
関
心
の

あ
る
人
な
ど

定
員　
１
０
０
人

内
容　
終
末
期
医
療
の
意
思
表
示
、
葬

儀
・
供
養
、
相
続
・
遺
言
な
ど

講
師　
白
鳥
俊
昭
氏(

法
テ
ラ
ス
下
妻

法
律
事
務
所
常
勤
弁
護
士)

申
込
・
問　

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
総
和
℡
９
２
‐
５
９
２
０

介
護
支
援
講
座

■
介
護
予
防
～
運
動
・
栄
養
～

日
時　
７
月
18
日(

水)

10
時
～
12
時

場
所　
つ
つ
み
公
民
館

対
象　
高
齢
者
の
介
護
に
携
わ
っ
て
い

る
人
や
関
心
の
あ
る
人
な
ど

定
員　
30
人

内
容　
筋
肉
減
少
の
チ
ェ
ッ
ク
、
簡
単

な
調
理
の
実
演
・
試
食
を
通
し
て
、
運

動
と
栄
養
の
両
面
か
ら
介
護
予
防
を
学

ぶ
。
参
加
者
交
流
会

申
込
・
問　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

「
青
嵐
荘
」
℡
９
８
‐
０
０
３
０

  

ス
ポ
ー
ツ

Ｅ
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
２
０
１
８

渡
良
瀬
大
会

日
時　
８
月
18
日(

土)

８
時
30
分
～
13

時
［
雨
天
・
強
風
は
中
止
］

場
所　
谷
中
湖(

渡
良
瀬
遊
水
地
内
・

北
ブ
ロ
ッ
ク)

内
容　
男
女
共
同
参
画
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
感
じ
て
い

る
こ
と
、
将
来
実
現
さ
せ
た
い
こ
と
等

①
一
行
詩
部
門
：
35
文
字
以
内
の
詩

②
イ
ラ
ス
ト
一
行
詩
部
門
：
イ
ラ
ス
ト

入
り
の
35
文
字
以
内
の
詩

入
賞　

最
優
秀
賞(

各
１
作
品)

に
は

１
万
円
、
優
秀
賞(

各
３
作
品)

に
は

５
千
円
相
当
の
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す

※
応
募
作
品
の
う
ち
、
一
次
選
考
に
よ

り
選
出
さ
れ
た
作
品
を
11
月
に
市
内
巡

回
展
示
し
、
来
場
者
投
票
に
よ
り
各
入

賞
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

注
意
事
項　
作
品
の
著
作
権
は
古
河
市

に
帰
属
し
ま
す
。
ま
た
、
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん

申
込　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
み

※
一
行
詩
部
門
は
メ
ー
ル
で
も
応
募
可
。

※
応
募
用
紙
は

人
権
・
男
女
共
同
参

画
室
、

市
民
総
合
窓
口
室
に
あ
り

ま
す
。
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

問　

人
権
・
男
女
共
同
参
画
室

jinken.danjo@
city.ibaraki-

koga.lg.jp
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古
河
市
青
年
企
画
提
案
活
動

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
満
20
歳

～
40
歳

②
市
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
中
心
構
成

メ
ン
バ
ー
が
①
に
準
ず
る
団
体

主
な
支
援
内
容　

資
金
支
援(

原
則

５
万
円
を
限
度)

、
活
動
場
所
の
支
援
、

広
報
活
動
の
支
援

申
込
期
限　
12
月
14
日(

金)

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了
。

申
込
・
問　

企
画
課

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

募
集
人
数　
各
１
～
２
人

勤
務
場
所　
古
河
第
四
小
学
校

申
込
期
限　
７
月
31
日(

火)

■
た
け
の
こ
四
小
ク
ラ
ブ

勤
務
時
間　
平
日
：
13
時
～
19
時
、
土

曜
日
・
長
期
休
業
日
：
７
時
30
分
～
19

時※
勤
務
時
間
は
シ
フ
ト
制
の
た
め
相
談

に
応
じ
ま
す
。

問　
た
け
の
こ
四
小
ク
ラ
ブ
℡
４
８
‐

７
９
６
０(

受
付
時
間
：
13
時
～
18
時)

■
た
ん
ぽ
ぽ
四
小
ク
ラ
ブ

勤
務
時
間　
平
日
：
14
時
30
分
～
18
時

30
分

問　
℡
０
８
０
‐
６
７
５
７
‐
０
９
６
５

(

担
当
：
塚
田)

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集
人
数　
35
人
程
度

勤
務
内
容　
学
習
や
部
活
動
等
の
支
援

対
象　
大
学
生

勤
務
場
所　
市
内
小
中
学
校

雇
用
期
間　
登
録
時
～
平
成
31
年
３
月

31
日(

更
新
の
場
合
あ
り)　

勤
務
時
間　
学
校
と
相
談
の
上
、
決
定

報
酬　
１
回
に
つ
き
千
円

待
遇　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア(

保
険
あ

り
、
交
通
費
な
し)

申
込
・
問　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い指

導
課

教
育
活
動
指
導
員

募
集
人
数　
２
人(

小
中
学
校
各
１
人)

勤
務
内
容　
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
に
よ
る
教
科
指
導
等

資
格　
教
員
免
許

勤
務
場
所　
市
内
小
中
学
校

雇
用
期
間　
９
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日(

更
新
の
場
合
あ
り)

勤
務
時
間　
平
日
勤
務
、
原
則
１
日
５

時
間(

小
学
校)

・
６
時
間(

中
学
校)

※
長
期
休
業
日
は
休
み
。

報
酬　
時
間
給
１
７
５
０
円

待
遇　
通
勤
費
、
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
加
入
、
有
給
休
暇
あ
り

申
込　
７
月
17
日(

火)

ま
で
に
教
育
活

動
指
導
員
採
用
志
願
書
、
最
終
学
歴
の

卒
業
証
明
書(

卒
業
証
書
の
写
し
可)

、

教
員
免
許
の
写
し(

授
与
証
明
書
可)

を

提
出

※
教
育
活
動
指
導
員
採
用
志
願
書
は

指
導
課
で
配
付
。
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

問　

指
導
課

特
別
支
援
教
育
支
援
員

募
集
人
数　
６
人

勤
務
内
容　
肢
体
不
自
由
児
、
知
的
障

が
い
児
等
の
学
校
内
に
お
け
る
健
康
・

安
全
確
保
、
学
習
活
動
・
学
校
行
事
の

補
助
等

勤
務
場
所　
市
内
小
中
学
校

雇
用
期
間　
９
月
１
日
ま
た
は
10
月
１

日
～
平
成
31
年
３
月
31
日(

更
新
の
場

合
あ
り)

勤
務
時
間　
平
日
勤
務
、
１
週
あ
た
り

20
～
30
時
間
程
度

※
長
期
休
業
日
は
休
み
。

報
酬　
時
間
給
１
０
５
０
円

待
遇　
通
勤
費
、
社
会
保
険(

加
入
要

件
あ
り)

・
雇
用
保
険
加
入
、
有
給
休

暇
あ
り

申
込
・
問　
７
月
17
日(

火)

ま
で
に
履

歴
書
を
提
出

指
導
課

学
校
給
食
調
理
員

募
集
人
数　
２
人

勤
務
内
容　
自
校
給
食
調
理

勤
務
場
所　
古
河
第
一
小
学
校
ま
た
は

古
河
第
六
小
学
校

雇
用
期
間　
９
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日(

更
新
の
場
合
あ
り)

勤
務
時
間　
平
日
勤
務
、
８
時
30
分
～

16
時
30
分

報
酬　
月
額
給
14
万
３
千
円

待
遇　
通
勤
費
、
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
加
入
、
有
給
休
暇
あ
り

申
込
・
問　
７
月
24
日(

火)

ま
で
に
履

歴
書
を
提
出

学
校
給
食
課(

〒
３
０
６
‐
０
２
０
５

古
河
市
関
戸
１
０
１
４
‐
１)

℡
９
８
‐
３
５
５
５



施設の愛称
いちょうプラザ(駅西地域交流セン
ター)、古河はなもも体育館(中央運動
公園総合体育館)、古河公

くぼう

方公園(古河総
合公園)、燦

さん

SUN館(三和図書館資料館)
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フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
委
員

募
集
人
数　
２
人

勤
務
内
容　
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
伴
う
事
項
の
調
査
お
よ
び
審
議

対
象　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

任
期　
３
年

報
酬　
日
額
給
６
２
０
０
円

申
込
期
限　
７
月
31
日(
火)

申
込
・
問　
履
歴
書
、
応
募
の
動
機
と

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す

る
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

財
産
活
用
課

  

そ
の
他

さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組
合
か
ら

の
ご
案
内

■
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
販
売

申
込
期
間　

８
月
１
日(

水)

～
６
日

(

月)

９
時
～
16
時
30
分

申
込
場
所　
さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
寺
久
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
寺
久

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

℡
０
２
９
７
‐
２
０
‐
９
９
８
０

■
清
水
丘
聖
地
霊
園
使
用
者
募
集

申
込
期
間　

８
月
13
日(

月)

～
21
日

(

火)

８
時
30
分
～
17
時

※
申
請
書
配
布
期
間
は
８
月
１
日(

水)

～
21
日(

火)

。

問　
さ
し
ま
斎
場
℡
８
７
‐
０
６
１
９

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー

全
国
展
示
会

日
時　

７
月
８
日(

日)

11
時
～
18
時

［
雨
天
決
行
］

場
所　
お
休
み
処
坂
長

内
容　
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
演

奏
、
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ギ

タ
ー
廃
材
を
使
っ
て
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作

ろ
う
」(

有
料)

な
ど

問　
お
休
み
処
坂
長

℡
２
２
‐
２
７
８
１

古
河
市
青
年
企
画
提
案
活
動

■
愛
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
古
河
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８

　
水
を
テ
ー
マ
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　
７
月
28
日(

土)

11
時
～
17
時
30

分
［
小
雨
決
行
・
荒
天
翌
日
］

場
所　
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

問　

(

一
社)

古
河
青
年
会
議
所
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
［
担
当
：
福
島
］
℡
０
９
０

‐
２
２
０
７
‐
６
４
２
３

星
空
映
写
会

　
子
ど
も
向
け
の
交
通
安
全
教
室
、
お

た
の
し
み
映
写
会
を
開
催(

水
あ
め
、

か
き
氷
を
プ
レ
ゼ
ン
ト)

。

日
時　
７
月
20
日(

金)

18
時
30
分

場
所　
オ
リ
オ
ン
商
店
街
内
秋
葉
神
社

境
内(

本
町
２
‐
２
‐
14)

※
雨
天
時
は
七
軒
町
自
治
会
館
。

問　
オ
リ
オ
ン
商
店
街(

担
当
：
船
田)

℡
３
２
‐
０
７
３
８

古
河
駐
屯
地
納
涼
大
会

日
時　
7
月
18
日(

水)

16
時
30
分
～
20

時
30
分
［
予
備
日
19
日(

木)

］

場
所　
陸
上
自
衛
隊
古
河
駐
屯
地
内

内
容　
盆
踊
り
・
打
上
花
火

※
乗
り
合
わ
せ
等
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問　
陸
上
自
衛
隊
古
河
駐
屯
地
広
報
班

℡
３
２
‐
４
１
４
１

古
河
コ
ン

日
時　
９
月
１
日(

土)

15
時
～
18
時

※
18
時
か
ら
一
般
開
放
で
古
河
あ
き
ん

ど
の
会
に
よ
る
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
開
催
。

場
所　
古
河
駅
西
口
お
ま
つ
り
広
場
他

対
象　
20
歳
～
45
歳
の
独
身
男
女

定
員　
各
80
人(

男
性
は
抽
選
、
女
性

は
先
着)

費
用　
男
性
７
千
円
、
女
性
３
千
円

申
込
期
間　
７
月
17
日(

火)

～

申
込
・
問　
古
河
商
工
会
議
所

℡
４
８
‐
６
０
０
０

納
涼
祭

日
時　
８
月
４
日(

土)

16
時
～
20
時
20
分

場
所　
三
国
橋
大
聖
院
線(

本
町
二
丁

目
地
内)

※
近
隣
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容　
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
生
演
奏
、
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
模
擬
店
な
ど

問　
古
河
西
口
商
店
街
振
興
組
合(

担

当
：
有
瀧)

℡
２
２
‐
０
１
３
３

消
防
官
採
用
試
験

募
集
人
数　
10
人
程
度

職
種　
消
防
職(

消
防
行
政
業
務)

受
験
資
格　
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人(

学
歴
不
問)

試
験
日　
１
次
：
９
月
16
日(

日)

、
２

次
：
10
月
21
日(

日)

、
３
次
：
11
月
上

旬(

予
定)

申
込
期
間　
７
月
９
日(

月)

～
８
月
３

日(

金)

申
込
・
問　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
総
務
課

℡
４
７
‐
０
１
２
４
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自
衛
官
募
集

■
一
般
曹
候
補
生(

男
女)

対
象　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
日

１
次
：
９
月
21
日(
金)

～
23
日(

日)

の

指
定
日

２
次
：
10
月
12
日(

金)
～
17
日(

水)

の

指
定
日

申
込
期
限　
９
月
７
日(

金)

■
航
空
学
生(

海
上
・
航
空)

対
象　

【
海
上
】
高
卒
・
高
専
３
年
次
修
了(

見

込
み
を
含
む)

～
23
歳
未
満

【
航
空
】
高
卒
・
高
専
３
年
次
修
了(

見

込
み
を
含
む)

～
21
歳
未
満

試
験
日

１
次
：
９
月
17
日(

月
・
祝)

２
次
：
10
月
15
日(

月)

～
21
日(

日)

の

指
定
日

申
込
期
限　
９
月
７
日(

金)

■
自
衛
官
候
補
生(

男
女)

対
象　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

試
験
日　
受
付
時
に
案
内

申
込　
年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け

問　
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
筑
西

地
域
事
務
所
℡
０
２
９
６
‐
２
２
‐

７
２
３
９

認
知
機
能
検
査
の
実
施
場
所
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
運
転
免
許
を

更
新
す
る
場
合
、
自
動
車
教
習
所
に
お

い
て
あ
ら
か
じ
め
認
知
機
能
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
４
月
か

ら
新
た
に
警
察
署
な
ど
で
も
、
検
査
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た(

要
予
約)

。

申
込
・
問　
茨
城
県
警
察
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
高
齢
者
講
習
相
談
専
用
電
話

℡
０
２
９
‐
２
４
０
‐
８
１
５
０

［
受
付
時
間
：
月
曜
日
～
金
曜
日(

祝
日

を
除
く)
、
８
時
30
分
～
17
時
15
分
］

カ
ラ
オ
ケ
大
会
in
せ
せ
ら
ぎ
の
里

日
時　
８
月
26
日(
日)
10
時
～
15
時
30
分

場
所　
総
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
せ

せ
ら
ぎ
の
里
」

定
員　
40
人(

先
着)

※
最
少
催
行
人
数
15
人
。

費
用　
１
人
８
０
０
円(

申
込
時
納
入)

内
容　
通
信
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
る
採
点
に

よ
り
順
位
を
決
め
ま
す

申
込
期
間　
７
月
15
日(

日)

～
８
月
15

日(

水)

申
込
・
問　
総
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
せ
せ
ら
ぎ
の
里
」
℡
９
２
‐
５
８
８
８

Ｂ
Ｂ
Ｑ
＋
と
き
め
き

パ
ー
テ
ィ
ー
in
古
河

日
時　
8
月
19
日(

日)

11
時
～
17
時

場
所　
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

対
象　
25
歳
～
45
歳
の
独
身
男
女

定
員　
各
15
人

費
用　
男
性
3
千
円
、
女
性
千
円　
　

主
催　

い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー

タ
ー
県
西
地
域
活
動
協
議
会

申
込
・
問　
7
月
30
日(

月)

～
8
月
8

日(

水)

［
受
付
時
間
：
12
時
～
19
時
］

℡
０
８
０
‐
５
８
９
６
‐
３
１
３
４

(

担
当
：
伊
藤) 

献
血
に
ご
協
力
を

日
時
・
場
所　

○
７
月
11
日(

水)

友
愛
記
念
病
院
13
時
45
分
～
15
時
30
分

○
７
月
18
日(

水)

古
河
警
察
署
10
時
15
分
～
12
時
、
市
役

所
古
河
庁
舎
13
時
30
分
～
15
時
30
分

問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

姉
妹
都
市
情
報(

栃
木
県
さ
く
ら
市)

■
魔
法
の
美
術
館

　
超
体
感
型
ア
ー
ト
展
「
魔
法
の
美
術

館
」
が
さ
く
ら
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
‐
荒

井
寛
方
記
念
館
‐
に
や
っ
て
き
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間　
７
月
14
日(

土)

～
９
月
２
日(

日)

問　
さ
く
ら
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

℡
０
２
８
‐
６
８
２
‐
７
１
２
３

7月の納税など
納期限および口座振替日は7月31日(火)
固定資産税・都市計画税	 第2期
国民健康保険税	 第1期
介護保険料	 第1期
後期高齢者医療保険料	 第1期
保育料	 7月分
児童クラブ保護者負担金	 ６・７月分
公共下水道事業受益者負担金	 第1期

お詫びと訂正

　広報古河6月号33ページ「古
河市出前講座」の問い合わせ先
に誤りがありました。下記の通り
訂正しお詫びいたします。
［誤］ 高齢福祉課℡92-5834

↓
［正］ 高齢福祉課℡92-5838
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年 平成 30 年 平成 31 年
納付月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① 普通徴収 第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期 第 5 期 第 6 期 第 7 期 第 8 期

②
公的年金
特別徴収
(天引き)

第 1 回
（仮徴収）

第 2 回
（仮徴収）

第 3 回
（仮徴収）

第 4 回
（本徴収）

第 5 回
（本徴収）

第 6 回
（本徴収）

①普通徴収：世帯主に通知
②公的年金特別徴収：原則、国保被保険者全員が65歳以上75歳未満の世帯の世帯主に通知

対象
・普通徴収(納付書または口座振替による納付)の人
・公的年金からの特別徴収(天引き)の人
国民健康保険税は世帯主が納税義務者です。世帯主
が職場の健康保険等に加入していても、同一世帯に
国民健康保険加入者がいる場合は、世帯主に納税通
知書が届きます(擬

ぎ

制
せい

世帯主)

■納付漏れにご注意ください
　被保険者全員が65歳以上75歳未満の世帯は、原
則として特別徴収での納付ですが、世帯主が平成
30年度中(平成30年4月1日～平成31年3月31日)に
75歳に到達する場合は、後期高齢者医療制度に移
行しますので、普通徴収での納付になります。

 平成30年度国民健康保険税納税通知書を送付します ～納期限内の納付にご協力ください～

納付書の発送予定日　7月12日(木)
納付月　

国保年金課からのご案内

　医療費が高額になる場合は、あらかじめ「限度額
適用認定証」、「限度額適用・標準負担額減額認定
証」の交付を市に申請し、医療機関に認定証を提示
することで、窓口での負担は下表の自己負担限度額
(月額)までとなります。
交付要件
・国民健康保険税に滞納がないこと
・住民税未申告世帯でないこと

申請手続き
現在交付されている認定証の有効期限は、7月31日
(火)までで自動更新ではありません。8月以降も認
定証を使う場合は、再度申請してください
持参物
・認定証が必要な人の保険証
・世帯主の認め印
・窓口に来る人の本人確認ができるもの

 70歳未満国保加入者の「国民健康保険限度額適用認定証」～高額な医療費の窓口負担を軽減します～

 70歳～74歳の人に8月からの保険証を送付します

区分 所得要件(基礎控除後の所得) 3回目まで 4回目以降※
ア  901万円超  25万2,600円＋(医療費-84万2,000円)×1％  14万100円
イ  600万円超901万円以下  16万7,400円＋(医療費-55万8,000円)×1％  9万3,000円
ウ  210万円超600万円以下  8万100円＋(医療費-26万7,000円)×1％  4万4,400円
エ  210万円以下  5万7,600円  4万4,400円
オ  住民税非課税世帯  3万5,400円  2万4,600円

自己負担限度額(月額)

※過去12カ月間に1つの世帯で高額療養費の該当が4回以上あった場合、「4回目以降の自己負担限度額」 が
適用されます。

　7月中旬に、新しい被保険者証兼高齢受給者証(保険証)を簡易書留郵便で送付します。
※制度改正により、毎年８月１日を基準に、１年ごとに保険証が更新となります。

 後期高齢者医療制度の保険証を送付します
　7月中旬に、高齢者の人などが対象の後期高齢者医療被保険者証(保険証：薄い茶色)を簡易書留郵便で送
付します。毎年８月１日を基準に、保険証が更新となります。
※後期高齢者医療保険料納入通知書は、7月中旬に発送予定です。

 【申込・問】 国保年金課、 市民総合窓口課、 市民総合窓口室
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各種相談のご案内
相談窓口がわからない場合は、 市民総合窓口課相談係℡92-3111(代)へ

区分 期日 時間 場所 予約等 申込・問

市民の法律相談

7/13(古)、7/17(三)、7/19(総)、7/27(古) 7/2(月)8時30分～

市民総合窓口課
℡92-3111

8/10(金)

13時～16時40分

1階市民相談室
8/1(水)
8時30分～

8/17(金) 第2庁舎3階会議室4
8/21(火) 1階相談室1-3
8/24(金) 1階市民相談室

行政相談 7/11(水) 10時～12時 1階市民相談室 7/2(月)8時30分～
8月はお休みします。

税務相談 7/10(火) 13時30分～16時30分 1階市民相談室 予約制
9時～16時

関東信越税理士会古河支部
℡0297-44-8585(柳田)8/21(火)

在住外国人生活相談 月～金

9時30分～11時30分
13時30分～16時30分 ふるさと館 母国語での相談

のみ要予約
外国人アットホームin古河
( 企画課内)℡92-1404

8時30分～17時15分 要相談 要予約 古河市国際交流協会事務局
( 企画課内)℡92-3111

女性相談・家庭児童相談 月～金 8時30分～17時15分 総和庁舎 不要 子ども福祉課℡92-3111

DV相談 月～金 9時～17時 非公開 要予約 古河市配偶者暴力相談支援
センター℡92-7209

心の健康相談 7/12(木) 13時～15時 健康の駅 要予約 健康づくり課℡48-68838/23(木)
知って得する
健康相談 7/2(月) 13時30分～14時30分 三和地域福祉センター 要予約 健康づくり課℡48-6883

就学相談 月～金 8時30分～17時15分 古河庁舎2階 要予約 指導課℡22-5111

障害者相談 7/13(金) 13時30分～15時30分 3階会議室Ⅰ 不要 障がい福祉課℡92-49197/28(土) 10時～12時 2階視聴覚室3

認知症に関する
個別相談 7/10(火) 13時～16時

在宅介護支援センター
「みどりの里」
(東山田4796-2)

要予約 在宅介護支援センター
「みどりの里」℡78-1123

出張年金相談 7/18(水) 10時～14時30分 古河商工会議所
（鴻巣1189-4）

6/18(月)～ 下館年金事務所
℡0296-25-08298/15(水) 7/17(火)～

消費生活相談 月～金 9時～12時
13時～16時

古河市消費生活セン
ター( 商工政策課内) 不要 古河市消費生活センター

℡23-1718

人権生活相談
第2土曜日：和井田光司相談員
第4土曜日：辻幸夫相談員
13時30分～15時30分

隣保館 要予約 隣保館℡48-1989

広域隣保人権生活相談

月・木(7/16、8/6を除く)
9時30分～11時30分
山田幸助相談員

1階市民相談室
要予約 隣保館℡48-1989

火・木・金、10時～12時
峯和代相談員 総和庁舎第2庁舎

生活困窮者相談
(就労支援) 月～金 8時30分～17時15分 古河市生活支援セン

ター(健康の駅内) 要予約 古河市生活支援センター
℡92-7017

心配ごと相談
7/11・25、
8/8(水) 13時30分～15時30分 健康の駅 要予約 古河市社会福祉協議会

℡48-08087/18、8/1(水) 三和地域福祉センター

　株式会社伊藤鐵
てっ

工
こう

所より
道路用地(103平方メート
ル)の寄付。

寄付

   
総和庁舎　℡92-3111　〒306-0291古河市下大野2248
古河庁舎　℡22-5111　〒306-8601古河市長谷町38-18
三和庁舎　℡76-1511　〒306-0198古河市仁連2065
健康の駅　℡92-5771　※各課に直通電話があります。

　　　　　　〒306-0221古河市駒羽根1501
古河福祉の森会館　℡48-6882　

　　　　　　〒306-0044古河市新久田271-1
開庁時間：月～金曜日、8時30分～17時15分(祝日・年末年始を除く)
　　　　  ※木曜日は 市民総合窓口課、 子ども福祉課の
　　　　  一部窓口を19時まで延長開庁。

市役所各庁舎案内

住民基本台帳から
総人口  143,904人	 (±  0)
男　　    72,560人	 (－15)
女　　   71,344人	 (＋15)
世帯数
� 61,047世帯(＋106)
� ( 　)内は前月比

人口　　 　   (6月1日現在)
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関東どまんなかサミット情報　〜栃木・群馬・埼玉の話題〜

◆
さ
し
ま
茶
の
世
界
：
地
元
に

居
て
も
、
知
ら
な
い
歴
史
や
生

産
す
る
人
達
の
努
力
が
良
く
分

か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

(

10
代
女
性)

◆
介
護
を
す
る
側
の
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
、
家
族
の
悩
み
、
相
談
な

ど
の
記
事
を
取
り
上
げ
て
ほ
し

い
。　
　
　
　

　
　
　

(

こ
け
し
・
40
代
女
性)

◆
古
河
市
内
の
風
景
や
自
然
を

紹
介
し
て
ほ
し
い　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

(

50
代
女
性)

◆
最
近
は
、
ア
ニ
メ
や
写
真
、

カ
ラ
ー
な
ど
で
、
と
て
も
読
み

や
す
く
、
興
味
も
わ
い
て
読
み

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
　

(em
ihaha

・
50
代
女
性)

◆
サ
ン
ス
ポ
、
古
河
は
な
も
も

マ
ラ
ソ
ン
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
達
の
協
力
が
あ
っ

て
年
々
盛
大
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

(

60
代
男
性)

◆
小
、
中
学
校
の
入
学
式
、
可

愛
い
い
子
供
さ
ん
達
の
笑
み
、

緊
張
の
写
真
を
見
て
、
我
が
家

の
３
人
の
子
供
を
ふ
り
返
り
懐

か
し
く
想
い
出
し
感
動
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　

(

70
代
女
性)

◆
広
報
の
デ
ザ
イ
ン
が
か
わ

り
、
何
か
の
会
報
誌
の
よ
う
な

お
し
ゃ
れ
な
も
の
に
な
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
所
有
も
増
え
、

バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
、
街

の
情
報
が
み
れ
る
よ
う
に
な

り
、
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。　

　
　

(

よ
っ
し
ー
・
40
代
女
性)

■
春
の
イ
ベ
ン
ト
は
多
く
の
人

の
協
力
や
支
援
が
あ
り
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
に
行
わ
れ
る
花
火
大
会

や
夢
あ
ん
ど
ん
と
夕
涼
み
な

ど
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

５月号「読者アンケート」でいただいた
ご意見(一部抜粋)を紹介します！

加須市(埼玉県)
■かぞ　どんとこい！　祭り
　14日は、各町内によるみこし
の練り歩き(みこし渡

と
御
ぎょ

)、15日は
山
だ

車
し

の引き回しが行われます。ま
た、太鼓のたたき合い「ヒッカ
セ」は見ごたえがあります。
日時　7/14(土)・15(日)
　　　17時～21時30分
場所　加須駅北口周辺
内容　みこし渡御・山車
※17時～22時は市街地の一部が
車両通行禁止となります。
問　商業観光課
　　℡0480-62-1111

板倉町(群馬県)
■いたコン夜の婚活パーティー
～夏は恋人つかまえナイトの巻～
日時　7/21(土)19時～　
場所　カフェだいにんぐてぃーだ
　　　（板倉町海老瀬4857-1）
対象　30歳～45歳の独身男性
　　　20歳以上の独身女性
費用　男性5,000円、女性1,500
円(女性のみ割り引きあり)
内容　イタリアンを食べながら、
じっくりお話していただくイベン
トです。詳細は、板倉町ホーム
ページをご覧ください
問　板倉町婚活応援事業実行委員
会　℡0276-82-1111

栃木市(栃木県)
■“なつこい”　Sound Stage
TOCHIGI 2018
　高校生バンド選手権本選をはじ
め、プロの音楽ライブ、花火など、
イベントが盛りだくさん！
日時　７/28(土)
　　　10時～21時30分
場所　大平運動公園内さくら球場
　　　(栃木市大平町蔵井）
問　大平産業振興課 
　　℡0282-43-9213

小山市(栃木県)
■第18回おやま思川アユ祭り(魚のつかみどり)
日時　8/4(土)9時～11時30分
　　　［雨天・河川増水時中止］
場所　思川観晃橋上流(城山公園側)河川敷特設会場
対象　3歳～小学6年生の親子1,000人(多数抽選)
費用　1,000円(大人2人子ども3人まで)［当日納入］
申込期間　7/2(月)～17(火)
※詳細は問い合わせください。
問　都市計画課　℡0285-22-9202

■第27回ひまわりフェスティバル
　今年もひまわり大迷路や歌謡ショー、花火大会な
どを行います。7/28・29は連携事業として野木町
煉
れん

瓦
が

窯
がま

で「煉瓦窯夏フェスタ」も行われます。
期間　7/27(金)～29(日)
場所　野木第二中学校南側
問　野木町ひまわりフェスティバル
実行委員会事務局(産業課内)　
℡0280-57-4153

野木町(栃木県)



詳細は、市公式ホームページをご覧ください
https ://www.c i ty . ibaraki -koga. lg . jp/

古河市

Facebookページで
市のイベント情報や話題を発信中！

ci tykoga_official
Instagramページで
市の魅力的な風景を発信中！

コガドウガ～動画で発見！古河市の魅力～

YouTubeを活用して
市の魅力を動画で発信中！

＼ インスタグラムで古河の魅力を投稿しよう！／

市内で撮った写真にハッシュタグ
#こが暮らし#こが育ちをつけて投稿してください♪

毎月１枚ベストショットを選出し掲載します！

hisho.kouhou@city.ibaraki-koga.lg.jp
（タイトルは「読者アンケート応募」とする）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所　 秘書広報課

Q１   今月号でよかった特集や写真があれば教えてください

Q２   取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください

Q３   広報に関するご意見・ご感想をお聞かせください 

アンケート

今月のプレゼント

※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があります。

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません)。
※お店をPRしませんか。
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を
随時募集しています。詳細は秘書広報課までご連絡ください。

◀

インターネットで
市内情報を発信中！

読者アンケート
「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を明
記の上、下記宛先までご応募ください。

ハガキで応募

メール・Q Rコードで応募
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アイスコーヒーリキッド(1リットル)
1本(５名様)

自家焙煎した豆を、ネルドリップで抽出

こだわりの自家焙煎

からきや珈琲からの
プレゼント




